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【Scenes of Solution】

日本発のブランドで世界市場に挑む
ーー ファッション特化型の共同運営ファンドを組成

【調査のわき道】

産業遺産を活用する
～注目される「地域資源」～
株式会社 日本経済研究所　社会インフラ本部部長   望月 美穂

【未来人図鑑】

Spiber株式会社
取締役兼代表執行役　関山 和秀 氏
人工合成クモ糸をはじめとする
新世代タンパク質素材の事業化を目指す

水道事業の
再構築に
向けて

【ネクスト・ジャパン最前線】
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　Richard CEOからは、日本の統合報告の現状についての感想と

世界の金融機関での統合報告の状況についても紹介がありました。

また、今年度が最初の発行となる「統合報告書」についての意見交

換も行いました。来年度以降の改善点につながる示唆もあり、有意義

な対談となりました。

　意見交換会では、企業、投資家、アドバイザリー等の統合報告に

携わる実務家が多く参加しました。IIRCからは、日本での統合報告の

浸透活動に対する謝辞と今後の統合報告の枠組みのグローバル展

開についての説明がありました。参加者からは日本の企業開示につい

ての問題点と今後の統合報告のあり方について活発な意見交換が

行われました。

　設備投資研究所では、大学などと連携・協働し、国際学術会議

の開催などアカデミックな視点から当行のサステナビリティ経営をサ

ポートする様々な活動を展開しています。今後とも皆様のご協力を賜

りますよう、よろしくお願い申し上げます。

　2017年9月にIIRC（国際統合報告評議会）

のRichard Howitt氏が、CEOとして初来日

しました。IIRCは、統合報告の枠組みを開発

している国際的な組織であり、日本でも多くの

企業がこの枠組みを利用しています。

　この機会に、当行の統合報告について経

営企画部サステナビリティ室と対談し、その

後、実務家も交えた意見交換会を開催いたし

ました。
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P20 未来人図鑑

Spiber株式会社
取締役兼代表執行役 関山 和秀 氏
人工合成クモ糸をはじめとする新世代タンパク質素材の事業化を目指す

P16 Scenes of Solution

日本発のブランドで世界市場に挑む
—ファッション特化型の共同運営ファンドを組成

P23 調査のわき道

産業遺産を活用する ～注目される「地域資源」～　
株式会社 日本経済研究所 社会インフラ本部部長 望月 美穂 

季刊ＤＢＪはＤＢＪのホームページからも
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　国民生活に不可欠なインフラである水道。その水道事業が今、難局を迎えている。給水人口の減少、巨額の維持

更新投資、高い有利子負債の水準、ノウハウを有する職員の退職による技術承継に加え、事業者ごとの料金格差な

ど、さまざまな複合的課題に直面しているためだ。今後の人口減少と適正な設備更新投資実施を前提に水道事業の

将来シミュレーションを行ってみると、日本政策投資銀行（以下、DBJ）の試算では、30年後には6割以上の料金値上

げが必要で、債務残高も現在（2014年度末）の2倍近くに増加する見込みとなる。こうした複合的課題の解決に向け

た方向性が「広域化」と「官民連携」であり、今後、「官民連携を通じた広域化」等による水道事業経営の合理化が

期待される。今号特集では、日本の水道事業の現状・課題とソリューションの方向性について、海外の水道事業からの

示唆も含めて考えるとともに、「広域化」「官民連携」に向けた先導的取り組み事例を紹介する。

水道事業の再構築に向けて

第 回30N E X T  J A P A N

P03 ネクスト・ジャパン最前線

水道事業の
再構築に向けて
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水
道
事
業
の
現
状
と
課
題
、

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
方
向
性

–

「
官
民
連
携
を
通
じ
た
実
質
的
広
域
化
」の
推
進
で
難
局
の
打
開
へ

　

今
現
在
、す
で
に
経
営
状
況
が
悪
化
し
て
い
る
事
業

者
と
し
て
は
、と
も
す
る
と
給
水
人
口
５
万
人
以
下
等

の
中
小
事
業
者
だ
け
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、実
は
水
道

事
業
の
経
営
課
題
は
中
小
事
業
者
だ
け
の
問
題
と
は

言
え
な
い
の
が
実
情
な
の
だ
。

　　

こ
う
し
た
中
、全
国
１
３
０
０
超
に
も
お
よ
ぶ
多
数
の

公
営
事
業
者
が
、各
種
課
題
に
対
し
て
個
別
に
対
応
す

る
こ
と
に
は
明
ら
か
に
限
界
が
あ
る
。課
題
解
決
の
大

き
な
方
向
性
と
し
て
は
、ま
ず
広
域
化
、そ
し
て
官
民

連
携
が
考
え
ら
れ
、こ
れ
ら
を
効
率
的
・
効
果
的
に
推

進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、料
金
値
上
げ
等
に
よ
る
地
域
の

負
担
を
極
力
抑
制
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
言
え
る
。

　

た
だ
、こ
の
う
ち
広
域
化
に
つ
い
て
は
、全
国
各
地
で

さ
ま
ざ
ま
な
先
導
的
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、

一
方
で
は
料
金
格
差
や
財
政
状
況
格
差
な
ど
が
ネ
ッ
ク

と
な
り
、一
般
的
な「
行
政
レ
ベ
ル
で
の
広
域
化
」は
な

か
な
か
進
み
づ
ら
い
こ
と
も
事
実
だ
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、水
道
事
業
の
課
題

解
決
を
、で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
着
実
に
、か
つ
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
推
進
す
る
た
め
に
は
、「
官
民
連
携
を
通
じ

て（
梃
子
と
し
て
）実
質
的
な
広
域
化
を
実
現
し
て
い

く
」「
実
質
的
な
広
域
化
を
実
現
す
る
た
め
の
手
法
と

し
て
官
民
連
携
を
活
用
し
て
い
く
」視
点
が
、１
つ
の
方

法
と
し
て
有
効
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

加
え
て
、そ
の
際
の
官
民
連
携
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま

で
実
績
の
あ
る
短
期
的
な
維
持
管
理
包
括
委
託
等
を

一
歩
進
め
、民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
の
さ
ら
な
る
活
用
を
通
じ
、

よ
り
長
期
に
わ
た
っ
て
更
新
投
資
の
最
適
な
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
行
し
て
い
く「
進
化
し
た
官
民

連
携（
た
と
え
ば
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン（
注
）等
）」の
視
点
が

一
層
重
要
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

具
体
的
な「
官
民
連
携
を
通
じ
た
実
質
的
広
域
化
」

の
ス
キ
ー
ム
案
を
図
表
１
に
示
し
た
。

　

ま
ず
、①
コ
ア
と
な
る
公
営
事
業
者（
た
と
え
ば
Ａ

市
）が
官
民
連
携
の
活
用
に
踏
み
出
す
こ
と
を
契
機
と

し
て
、民
間
事
業
者
の
参
画
す
る「
広
域
的
官
民
水
道

事
業
体（=

運
営
の
担
い
手
。以
後
、同
事
業
体
）」を
組

成
、②
当
該
公
営
事
業
者
か
ら
同
事
業
体
へ
業
務
・
運

営
委
託
等
を
実
施
、③
そ
の
後
、同
事
業
体
を
受
け
皿

と
し
て
、複
数
の
市
町
村
か
ら
も
順
次
業
務
・
運
営
委

託
等
を
実
施
し
、規
模
の
経
済
を
働
か
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
実
質
的
な
広
域
化
を
実
現
す
る
、と
い
う
流
れ
だ
。

　

こ
の
ス
キ
ー
ム
で
は
、行
政
レ
ベ
ル
で
の
各
種
調
整
を
特

に
前
提
と
し
て
い
な
い
た
め
、各
公
営
事
業
者
間
の
料
金

格
差
や
財
政
状
況
格
差
な
ど
は
そ
の
ま
ま
前
提
と
し
た

上
で
、た
と
え
ば
共
通
経
費
の
一
元
管
理
に
よ
る
コ
ス
ト

削
減
等
を
通
じ
て
、各
地
域
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
料

金
値
上
げ
の
抑
制
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

こ
の「
官
民
連
携
を
通
じ
た
実
質
的
広
域
化
」ス

キ
ー
ム
を
実
現
す
る
た
め
の
課
題
に
つ
い
て
具
体
的
に

展
望
し
て
い
く
前
に
、海
外
の
水
道
事
業
に
お
け
る
広

域
化
や
官
民
連
携
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
見
て
お

こ
う
。Ｄ
Ｂ
Ｊ
で
は
、２
０
１
６
年
度
に
内
閣
府
等
と
の

協
働
に
よ
り
、政
府
の「
日
本
再
興
戦
略
２
０
１
６
」に

　

水
道
事
業
が
直
面
す
る
複
合
的
な
課
題
は
、主
に
５

つ
あ
る
。

　

第
１
は
給
水
収
益
の
減
少
だ
。人
口
減
少
に
加
え
、

節
水
意
識
の
高
ま
り
、節
水
技
術
の
向
上
な
ど
に
よ

り
、１
人
当
た
り
水
使
用
量
も
減
少
傾
向
に
あ
り
、今

後
も
こ
の
傾
向
が
続
く
と
見
込
ま
れ
る
。現
状
の
能
力

を
維
持
し
た
規
模
で
単
純
に
設
備
を
更
新
し
て
い
く

と
、施
設
利
用
率
が
低
下
し
、事
業
効
率
の
悪
化
を
招

く
こ
と
に
な
る
。

　

第
２
は
設
備
・
管
路
の
老
朽
化
と
そ
れ
に
伴
う
更
新

対
応
だ
。水
道
施
設
に
は
、１
９
７
０
年
代
と
90
年
代

に
大
き
な
投
資
の
山
が
あ
り
、今
後
こ
れ
ら
の
施
設
が

更
新
期
を
迎
え
る
。ま
た
管
路
は
約
60
年
ご
と
に
更
新

が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
が
、現
状（
２
０
１
４
年
度
）の

更
新
率（
０
・
76
％
）で
す
べ
て
の
管
路
を
更
新
す
る
に

は
約
１
３
０
年
を
要
す
る
計
算
だ
。そ
の
た
め
設
備
・
管

路
の
維
持
更
新
投
資
の
増
大
は
避
け
ら
れ
ず
、こ
の
状

態
が
続
け
ば
今
後
の
債
務
増
加
懸
念
に
つ
な
が
る
。

　

第
３
は
職
員
の
高
齢
化
と
技
術
承
継
だ
。水
道
事

業
の
技
術
職
員
は
50
歳
以
上
が
約
４
割
を
占
め
る
の
に

対
し
、20
歳
代
は
約
10
％
。今
後
50
歳
以
上
の
団
塊
世

代
職
員
が
定
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
技
術
の
承
継
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

第
４
は
事
業
者
ご
と
の
料
金
格
差
だ
。水
道
事
業

は
、地
方
自
治
体
の
一
般
会
計
と
は
別
に
、水
道
料
金

収
入
に
よ
る
独
立
採
算
を
前
提
と
し
た
特
別
会
計
に

よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。料
金
は
コ
ス
ト
見
合
い
で
決

定
さ
れ
、か
つ
事
業
者
に
よ
り
地
理
的
条
件
や
人
口
密

度
な
ど
が
異
な
る
こ
と
か
ら
大
き
な
料
金
格
差
が
あ

る
。た
と
え
ば
10
㎥
あ
た
り
の
料
金
で
比
較
す
る
と
、

料
金
格
差
の
最
大
幅
は
10
倍
近
い
の
が
現
状
だ
。

　

第
５
は
人
口
規
模
の
小
さ
な
地
域
ほ
ど
経
営
が
厳
し

い
こ
と
だ
。水
道
事
業
か
ら
の
純
然
た
る
損
益
と
な
る

給
水
損
益
は
、概
ね
給
水
人
口
５
万
人
を
割
る
と
赤
字

と
な
る
傾
向
に
あ
り
、一
般
会
計
負
担
金
等
で
補
填
し

て
い
る
。こ
の
た
め
地
方
圏
の
中
小
規
模
事
業
者
で
は
、

今
後
の
人
口
減
少
に
よ
り
単
独
で
の
経
営
維
持
が
困

難
と
な
る
事
業
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

　

こ
う
し
た
課
題
を
抱
え
る
中
で
、水
道
事
業
の
将
来

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン（
Ｄ
Ｂ
Ｊ
試
算
）を
行
っ
て
み
る
と
、ま

ず
全
国
ベ
ー
ス
で
は
、今
後
の
人
口
減
少
と
適
正
な
設

備
更
新
投
資
の
実
施
を
前
提
と
し
た
場
合
、30
年
後
に

は
６
割
以
上
の
料
金
値
上
げ
が
必
要
で
、債
務
残
高
も

現
在（
２
０
１
４
年
度
末
）の
２
倍
近
く
に
増
加
す
る
見

込
み
だ
。ま
た
人
口
46
万
人
規
模
の
中
核
都
市
Ａ
市
の

場
合
で
も
、30
年
後
に
は
５
割
程
度
の
料
金
値
上
げ
と

２
倍
以
上
の
債
務
残
高
の
増
加
が
、さ
ら
に
人
口
４
万

人
程
度
の
農
村
都
市
Ｂ
市
の
場
合
で
は
、30
年
後
に
は

３
倍
以
上
の
料
金
値
上
げ
と
３・７
倍
以
上
の
債
務
残

高
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

基本解説

Bas i c  exp l ana t i on

利用料金
支払

サービス
提供

監視

維持管理
更新

出融資

コンセッション等活用による広域的官民水道事業

B町 C村

利用者

広域的官民
水道事業体
（担い手）

モニタリング組織

OM企業
（地元・大手）

金融機関

設立主体

D市A市 E町

コンセッション・包括委託等の手法
順次拡大

①「広域的官民水道事業体」の組成
②核となる公共団体からの業務委託
③複数地域からの委託による広域化の実現

（図表1）官民連携を通じた実質的広域化スキーム（イメージ）
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英
仏
水
道
事
業
の
取
り
組
み
も
踏
ま
え
た
上
で
、

「
官
民
連
携
を
通
じ
た
実
質
的
広
域
化
」ス
キ
ー
ム
を

推
進
す
る
た
め
の
課
題
と
方
策
を
見
て
い
こ
う
。

（
１
） 「
担
い
手
」の
形
成

　

地
方
自
治
体
が
公
営
企
業
の
形
で
水
道
事
業
を
経

営
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
大
半
の
日
本
で
は
、現
在
ま
だ

「
担
い
手
」と
な
り
う
る
国
内
の
民
間
事
業
者
が
存
在

し
な
い
。今
後
当
ス
キ
ー
ム
の「
担
い
手
」と
し
て
は
、た

と
え
ば
図
表
２
の
よ
う
な
複
数
の
類
型
の
事
業
体
が
段

階
的
に
形
成
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　

そ
し
て
現
実
的
に
は
、ま
ず
①
や
②
が
先
行
し
て
形

成
さ
れ
、こ
こ
が
受
け
皿
の
核
と
な
っ
て
、中
小
を
含
む

複
数
の
一
般
都
市
の
水
道
事
業
運
営
も
順
次
段
階
的

に
担
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、実
質
的
な
広
域
化
の
流
れ

が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

ま
た
、次
な
る
担
い
手
と
し
て
③
や
④
の
形
成
も
期

待
さ
れ
る
。特
に
③
の
形
成
に
あ
た
っ
て
は
、コ
ン
セ
ッ

シ
ョ
ン
活
用
等
に
よ
る
長
期
的
な
更
新
投
資
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
実
行
な
ど
を
見
据
え
れ
ば
、将
来
的
に
は
電
力
・

ガ
ス
等
の
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
系
事
業
者
の
参
画
等
も
期

待
さ
れ
る
。

（
２
） 

「
官
民
の
適
切
な
役
割
・
リ
ス
ク
分
担
」
と
そ
れ

を
可
能
に
す
る
制
度
設
計

　

料
金
値
上
げ
等
の
地
域
の
負
担
を
極
力
抑
制
す
る

に
は
、コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
活
用
等
に
よ
っ
て
、長
期
的
視

点
で
更
新
投
資
を
最
適
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い
く「
進

化
し
た
官
民
連
携
」を
推
進
す
る
視
点
が
重
要
だ
。

　

こ
れ
ま
で
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
活
用
に
あ
た
っ
て
は
、運

営
権
者（
民
間
の
担
い
手
）が
認
可
を
取
得
し
て
水
道

法
上
の
水
道
事
業
者
と
な
る
必
要
が
あ
り
、こ
れ
が
官

民
と
も
に
１
つ
の
大
き
な
ハ
ー
ド
ル
と
な
っ
て
、水
道
事

業
に
お
け
る
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
活
用
機
運
が
高
ま
っ
て
い

な
か
っ
た
側
面
も
あ
っ
た
。し
か
し
、現
在
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
る
水
道
法
改
正（
本
年
３
月
７
日
に
閣
議
決

定
済
）に
よ
り
、今
後
は
地
方
自
治
体
が
水
道
事
業
者

の
ま
ま
で
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
活
用
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
見
通
し
だ
。

（
３
） 「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
機
関
」の
整
備

　

今
後
、各
地
域
が
安
心
感
を
持
っ
て
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
等

を
は
じ
め
と
す
る
進
化
し
た
官
民
連
携
に
踏
み
出
す
た

め
に
は
、高
い
技
術
力
や
公
平
性
を
有
す
る
第
三
者
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
機
関
の
整
備
が
重
要
だ
。具
体
的
な
イ
メ
ー

ジ
と
し
て
は
、①
英
国
のO

fw
at

の
よ
う
に
国
が
主
導
し

て
整
備
す
る
、②
フ
ラ
ン
ス
の
事
例
な
ど
も
参
考
に
都
道

府
県
や
地
域（
広
域
圏
等
）も
し
く
は
流
域
単
位
で
整

備
す
る
、③「
大
都
市
」の
公
営
事
業
者
が
組
織
形
態
の

変
更
や
別
組
織
の
整
備
を
通
じ
て
、他
地
域
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
実
施
す
る
、な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　

今
後
、１
つ
の
手
法
と
し
て
の「
官
民
連
携
を
通
じ
た

実
質
的
広
域
化
」ス
キ
ー
ム
が
少
し
ず
つ
国
内
に
根
付

き
、複
数
の
類
型
に
よ
る
官
民
水
道
事
業
体
が
各
地
域

の
広
域
的
な
担
い
手
と
し
て
発
展
し
て
い
け
ば
、将
来

的
に
は
、た
と
え
公
営
事
業
者
の
数
は
相
応
に
多
い
ま

ま
で
あ
っ
て
も
、運
営
を
担
う
事
業
体
ベ
ー
ス
で
み
れ

ば
、実
質
的
に
広
域
的
か
つ
効
率
的
な
運
営
が
実
現
さ

れ
て
い
る
、と
い
っ
た
成
功
ス
ト
ー
リ
ー
も
描
け
る
の
で

は
な
い
か
。そ
れ
は
、１
つ
の「
日
本
版
水
道
事
業
経
営

再
構
築
ス
キ
ー
ム
」と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
水
道
分
野
に
お
い
て
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
案
件
に
対

す
る
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
や
地
方
自
治
体
に
対
す
る
ア
ド
バ

イ
ザ
リ
ー
、国
内
外
の
水
道
事
業
の
動
向
や
課
題
を
踏

ま
え
た
上
で
の
継
続
的
な
情
報
発
信
や
関
係
省
庁
と

の
緊
密
な
連
携
・
政
策
提
言
な
ど
、幅
広
く
積
極
的
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
き
て
い
る
。

　

今
後
も
本
店
お
よ
び
各
支
店
・
事
務
所
に
設
置
し

て
い
る「
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
推
進
セ
ン
タ
ー
」を
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
、①
川
上（
制
度
設
計
）か
ら
川
下

（
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
）ま
で
の
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
発
揮
、②
早
期
段
階
か
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
を
通
じ
た
適
切
な「
道
し
る
べ
」機
能
の
一
層
の

発
揮
、③
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
始
め
、先
導
的・象
徴
的
案
件

の
組
成
の
積
極
的
推
進
、④
適
切
な
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
リ
ン

グ
、リ
ス
ク
分
担
に
よ
る
メ
ザ
ニ
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
組
成
に

重
点
的
対
応
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

も
位
置
付
け
ら
れ
る
取
り
組
み
と
し
て
、「
フ
ラ
ン
ス・

英
国
の
水
道
分
野
に
お
け
る
官
民
連
携
制
度
と
事
例

の
最
新
動
向
」に
つ
い
て
調
査
・
公
表
し
た
。以
下
、そ
の

中
か
ら
官
民
連
携
先
進
国
と
言
わ
れ
る
両
国
の
取
り

組
み
状
況
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

（
１
） 

フ
ラ
ン
ス

　

フ
ラ
ン
ス
で
は
、水
道
事
業
を
担
う
コ
ミ
ュ
ー
ン（
日
本

の
市
町
村
に
該
当
）は
約
３
６
０
０
０
団
体
に
お
よ
ぶ
も

の
の
、古
く
か
ら
官
民
連
携
の
土
壌
が
発
展
し
て
お
り
、

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン（「
施
設
整
備
・
運
営
・
料
金
収
受
等
の
包

括
委
託
」）や
ア
フ
ェ
ル
マ
ー
ジ
ュ（「
運
営
・
料
金
収
受
等

の
包
括
委
託
」）と
いっ
た
民
間
委
託
が
進
ん
で
い
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
全
体
の
水
道
事
業
者
の
66
％
が
民
間
委
託

を
行
っ
て
い
る
が
、受
け
手
と
な
る
民
間
事
業
者
は
上

位
３
社（V

eolia, Suez, Saur

）が
実
質
寡
占
状
態

に
あ
る
こ
と
か
ら
、民
間
活
用
に
よ
る
広
域
化
・
広
域

連
携
が
実
現
し
て
い
る
現
状
に
あ
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
取
り
組
み
は
、各
々
の
公
共
団
体
が
供

給
責
任
を
持
ち
つ
つ
、官
民
連
携
の
積
極
活
用
を
通
じ

て「
民
間
ベ
ー
ス
で
の
実
質
的
広
域
化
」が
実
現
し
て
い

る
点
に
お
い
て
、前
述
し
た
ス
キ
ー
ム
と
相
応
に
共
通

点
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。ま
た
、適
切
な
官
民
の

役
割
・リ
ス
ク
分
担
や
事
業
ス
キ
ー
ム
検
討
、公
共
に
よ

る
ガ
バ
ナ
ン
ス・モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
の
面
で
も
、わ
が
国
に

と
っ
て
参
考
と
な
る
点
が
多
々
あ
る
と
言
え
る
。

（
２
） 

英
国

　

英
国（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・ウ
ェ
ー
ル
ズ
）で
は
、20
世
紀

初
頭
に
は
約
２
０
０
０
に
お
よ
ぶ
公
営
水
道
事
業
者
が

存
在
し
た
が
、１
９
７
３
年
に
流
域
ご
と
に
10
の
水
管

理
公
社
へ
と
統
合
さ
れ
、そ
の
後
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
下
の

１
９
８
９
年
に
完
全
民
営
化
さ
れ
た
。

　

現
在
は
地
域
独
占
の
水
道
会
社
11
社
と
上
下
水
道

会
社
10
社
が
存
在
し
、そ
れ
ぞ
れ
ラ
イ
セ
ン
ス
に
基
づ

き
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。ま
た
公
社
化
以
降
は
、地

方
行
政
と
水
道
事
業
は
切
り
離
さ
れ
、地
方
自
治
体
の

関
与
は
基
本
的
に
な
い
こ
と
か
ら
、日
本
の
電
力
事
業

に
近
い
イ
メ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
る
。

　

民
営
化
と
言
っ
て
も
、水
道
事
業
の
運
営
を
完
全
に

民
間
に
委
ね
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、民
営
化
後
に
設

置
さ
れ
た
３
つ
の
規
制
機
関
と
消
費
者
団
体
と
し
て

の
性
格
を
有
す
る
国
家
機
関
が
、各
々
の
観
点
か
ら
水

道
事
業
者（
民
間
企
業
）の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い

る
。中
で
も
、経
済
規
制
を
担
う
上
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
局

（O
fw

at

）は
、金
融
・
会
計
・
法
務
・
技
術
・
経
済
・
政
策

な
ど
の
専
門
家
約
２
０
０
名
で
構
成
さ
れ
、ラ
イ
セ
ン
ス

付
与
や
料
金
規
制
、サ
ー
ビ
ス
水
準
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等

を
実
施
す
る
機
関
と
し
て
、英
国
水
道
事
業
の
枠
組
み

を
語
る
上
で
不
可
欠
な
存
在
だ
。

　

両
国
に
お
け
る
水
道
事
業
の
枠
組
み
は
そ
れ
ぞ
れ

大
き
く
異
な
る
も
の
の
、共
通
点
と
し
て
は
、①
官
民

連
携
だ
け
で
な
く
広
域
化
も
着
実
に
進
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
、②
公
共
に
よ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス・モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
下

で
官
民
の
適
切
な
役
割
・リ
ス
ク
分
担
が
図
ら
れ
て
い
る

こ
と
、等
が
あ
る
。今
後
の
日
本
に
お
い
て
も
大
い
に
参

考
に
す
べ
き
と
言
え
る
。

「大都市」自身が民営化（組織形態変更）して
形成する事業体

「中核都市」が民間事業者と連携して
形成する官民協働事業体

国内の民間事業者同士が連携して
形成する事業体　

国外の民間事業者が主導して
形成する事業体

高い技術力と運営ノウハウを有する「大都市」の公営事業者が複数存在するのが日本
の1つの特徴であり、当該事業者が株式会社等へと組織形態を変更した上で、広域的
な事業展開も見据えた担い手となる

一定の技術力と運営ノウハウを有する「中核都市」の公営事業者が、今後の収益悪化・
設備更新・技術承継等の課題に対応するため、民間事業者との協働（共同出資等含
む）により担い手となる事業体を形成する

主に国内の民間事業者同士（複数業種・複数事業者等）が連携・協働して担い手と
なる事業体を形成する

主に国外の民間事業者が主導して、内外の民間事業者との連携・協働により、担い手
となる事業体を形成する

1

2

3

4

（図表2）「官民連携を通じた実質的広域化」スキームの担い手のイメージ

（注）コンセッション：利用料金徴収を行う公共施設について、施設の所有権を公共に残したまま、公共施設を経営する権利を民間事業者に設定する方式。

官
民
連
携
・
広
域
化
へ
の

課
題
と
方
策

Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
取
り
組
み
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フ
ラ
ン
ス
で
は
、水
道
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
初
期
か
ら
官
民
連
携
が
行
わ
れ
て

き
た
。そ
の
結
果
、事
業
運
営
を
包
括
的
に
管
理
す
る
経
験
や
能
力
を
持
つ

水
総
合
企
業
が
複
数
育
っ
て
い
る
。1
8
5
3
年
創
業
の
ヴ
ェ
オ
リ
ア
も
そ
の

中
の
1
社
で
あ
り
、現
在
は
、水
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、廃
棄
物
処
理
の
3
事
業
に
よ

り
構
成
さ
れ
る
総
合
環
境
サ
ー
ビ
ス
を
世
界
中
で
提
供
し
て
い
る
。日
本
で
は

2
0
0
2
年
に
ヴ
ェ
オ
リ
ア
・
ジ
ャ
パ
ン（
株
）が
設
立
さ
れ
、水
事
業
に
お
い
て

は
、自
治
体
や
企
業
に
対
し
て
原
水
の
取
水
か
ら
浄
水
・
配
水
・
給
水
、そ
し
て

使
用
後
の
下
水
処
理
、さ
ら
に
は
そ
れ
ら
に
関
連
す
る
管
理
か
ら
顧
客
サ
ー
ビ

ス
ま
で
、水
循
環
に
関
す
る
専
門
的
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に
提
供
し
て
い
る
。

同
社
が
目
指
す
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
、副
社
長
・
山
崎
敬
文
氏
に
聞
い
た
。

—

フ
ラ
ン
ス
で
民
間
企
業
が
水
道

事
業
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
背
景

と
は
。

　

水
道
事
業
は
本
来
、公
共
が
手
が
け
る

べ
き
事
業
だ
が
、時
代
的
な
偶
然
で
民
間

が
始
め
た
の
が
フ
ラ
ン
ス
の
特
徴
で
あ
り
、

日
本
と
の
違
い
だ
。す
な
わ
ち
、19
世
紀

半
ば
の
産
業
革
命
に
伴
う
都
市
化
の
流

れ
の
中
で
、フ
ラ
ン
ス
で
も
水
道
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
が
求
め
ら
れ
た
わ
け
だ
が
、そ
の

実
行
に
は
英
国
発
の
蒸
気
機
関
な
ど
最

先
端
の
技
術
の
活
用
が
必
要
だ
っ
た
。と

こ
ろ
が
、公
共
に
は
そ
の
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ

が
な
か
っ
た
。

　

一
方
、民
間
に
は
創
業
者
利
得
を
得
よ

う
と
い
う
気
運
、企
業
家
精
神
が
満
ち
て

い
た
。そ
し
て
、産
業
革
命
の
進
展
で
富

の
蓄
積
も
進
み
、投
資
に
回
す
資
金
を
持

つ
市
民
も
増
え
て
い
っ
た
。つ
ま
り
、水
道

事
業
の
よ
う
な
大
事
業
を
、民
間
企
業
が

民
間
資
金
を
集
め
て
成
功
さ
せ
る
タ
イ
ミ

ン
グ
だ
っ
た
と
言
え
る
。そ
の
結
果
、現
在

で
は
水
道
事
業
の
約
３
分
の
２
が
、ま
た
、

下
水
道
事
業
の
約
２
分
の
１
が
、そ
れ
ぞ

れ
民
間
企
業
に
委
任
さ
れ
て
い
る
。

—

ヴ
ェ
オ
リ
ア
が
日
本
に
進
出
し

た
狙
い
、日
本
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
方

向
性
に
つ
い
て
。

　
「
ヴ
ェ
オ
リ
ア・ジ
ャ
パ
ン（
以
下
、当
社
）

の
設
立
は
１
９
９
９
年
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
成
立

後
の
２
０
０
２
年
。Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
の
成
立
を

受
け
て
民
間
企
業
に
も
チ
ャ
ン
ス
が
開
か

れ
る
と
判
断
し
、日
本
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
を

開
始
し
た
。

　

当
社
が
目
指
す
の
は
水
道
・
下
水
道

事
業
の
最
適
化
、す
な
わ
ち
、単
年
度
ご

と
で
は
な
く
長
期
的
な
視
野
の
下
で
、水

道
・
下
水
道
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
で
あ
り
続

け
ら
れ
る
よ
う
、最
適
の
組
織
、コ
ス
ト
、

業
務
、人
材
の
育
成
・
配
置
な
ど
を
総
合

技
術
と
し
て
最
適
化
す
る
こ
と
だ
。

　

日
本
で
も
フ
ラ
ン
ス
で
も
、水
道
事
業

は
長
期
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
お
り
、公

的
な
事
業
体
、民
間
の
メ
ー
カ
ー
な
ど
、い

ろ
い
ろ
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
独
自
の
知
見
や

技
術
を
蓄
積
し
提
供
し
て
い
る
。さ
ま
ざ

ま
な
プ
ラ
ン
ト
を
オ
ペ
レ
ー
ト
す
る
会
社
、

カ
ス
タ
マ
ー
サ
ー
ビ
ス
専
門
の
会
社
、そ
れ

を
支
え
る
Ｉ
Ｏ
Ｔ
に
長
け
た
会
社
、そ
し

て
、各
社
の
力
を
総
合
的
に
ま
と
め
る
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
会
社
。そ
う
し
た
各
社

の
力
を
集
め
れ
ば
、ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
は
見

つ
か
る
と
思
う
。当
社
は
日
本
の
パ
ー
ト

ナ
ー
の
方
々
と
協
働
し
な
が
ら
、日
本
の

水
道
事
業
の
最
適
化
に
貢
献
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

—

日
本
の
水
道
事
業
の
主
な
課
題

は
何
だ
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

　

３
つ
あ
る
と
思
う
。ま
ず
、設
備
の
過
剰

投
資
が
今
後
問
題
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ

れ
る
。日
本
で
は
戦
前
、戦
後
を
通
じ
て

人
口
が
右
肩
上
が
り
で
増
え
続
け
る
中
、

水
道
事
業
は
設
備
、管
路
を
作
る
こ
と
が

重
要
な
使
命
だ
っ
た
。し
か
し
、今
後
、給

水
人
口
が
減
る
中
で
設
備
や
管
路
の
更
新

を
重
ね
る
限
り
、従
来
の
過
剰
設
備
が
残

り
、更
新
費
用
が
大
き
な
問
題
と
な
る
。

　

次
に
、自
治
体
か
ら
の
発
注
方
法
だ
。現

在
、水
道
施
設
の
民
間
へ
の
委
託
の
多
く
は

「
仕
様
発
注
」で
行
わ
れ
て
い
る
。水
道
・

下
水
道
に
責
任
を
持
つ
事
業
体
は
、た
と

え
ば「
こ
の
ポ
ン
プ
は
週
１
回
点
検
す
る
」

と
いっ
た
具
合
に
、こ
と
細
か
く
仕
様
書
で

決
め
て
発
注
し
て
、そ
の
指
示
通
り
に
業

務
が
行
わ
れ
た
か
を
確
認
す
る
。し
か
し
、

業
務
や
組
織
の
最
適
化
を
図
る
た
め
に
は

「
性
能
発
注（
注
）」が
望
ま
し
い
。民
間

企
業
は
受
託
し
た
業
務
の
結
果
に
対
し
て

コ
ミ
ッ
ト
す
る
わ
け
な
の
で
、そ
の
手
段
も

民
間
に
工
夫
さ
せ
る
の
も
考
え
方
だ
。

　

そ
し
て
、委
託
の
契
約
期
間
。現
在
の

よ
う
に
数
年
程
度
の
短
期
で
の
契
約
更

新
の
仕
組
み
で
は
設
備
投
資
は
し
づ
ら

い
。た
と
え
ば
、既
存
設
備
の
モ
ー
タ
ー

を
省
エ
ネ
効
果
の
あ
る
イ
ン
バ
ー
タ
モ
ー

タ
ー
に
す
れ
ば
コ
ス
ト
削
減
が
で
き
る
と

見
込
ま
れ
る
場
合
で
も
、数
年
で
は
投

資
回
収
が
で
き
な
い
が
、委
託
期
間
が
10

年
、20
年
と
長
く
な
れ
ば
設
備
投
資
も

し
や
す
く
な
る
。今
後
、官
民
連
携
が
コ

ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
方
向
に
向
か
う
中
で
、民

間
が
オ
ペ
ッ
ク
ス（
運
営
コ
ス
ト
）の
み
な

ら
ず
キ
ャ
ペ
ッ
ク
ス（
設
備
投
資
）に
も
責

任
を
負
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ

ば
、さ
ら
に
そ
の
分
野
で
コ
ス
ト
の
最
適

化
が
実
現
で
き
る
と
思
う
。実
際
、ヴ
ェ

オ
リ
ア
が
フ
ラ
ン
ス
で
行
っ
て
い
る
仕
事
の

ほ
と
ん
ど
は
、そ
う
し
た
形
で
あ
り
、民

間
の
力
が
発
揮
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

—

貴
社
の
強
み
が
活
か
さ
れ
て
い

る
業
務
効
率
化
の
事
例
を
ご
紹
介
く

だ
さ
い
。

　

あ
る
大
規
模
な
下
水
処
理
場
の
ケ
ー

ス
で
は
、仕
様
発
注
に
基
づ
く
包
括
委
託

契
約
の
下
で
、運
転
員
を
使
っ
た
維
持
・
管

理
業
務
に
加
え
て
、薬
品
や
電
力
の
使
用

量
を
毎
年
、着
実
に
節
減
す
る
こ
と
で
収

益
改
善
効
果
を
生
ん
で
い
る
。

　

実
は
、こ
う
し
た
効
率
化
の
取
り
組
み

は
、ヴ
ェ
オ
リ
ア
と
し
て
の
方
向
性
で
も
あ

る
。日
本
を
含
め
て
浄
水
・
下
水
処
理
場

の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
は
す
べ
て
本
社
に
集
め
ら
れ
、各

国
間
で
比
較
さ
れ
る
。た
と
え
ば
、１
日

10
万
㎥
の
下
水
処
理
場
で
の
動
力
費
は
こ

の
程
度
、水
１
㎥
の
処
理
に
必
要
な
薬
品

量
は
こ
の
位
と
い
っ
た
標
準
の
数
字
が
あ

り
、世
界
中
で
そ
れ
を
見
る
と
成
績
の
良

し
悪
し
が
分
か
る
。こ
う
し
た
形
で
、ヴ
ェ

オ
リ
ア
は
世
界
４
０
０
０
カ
所
以
上
の
浄

水
場
、３
３
０
０
カ
所
以
上
の
下
水
処
理

場
を
責
任
を
持
っ
て
維
持
・
管
理
し
て
い

る
。そ
の
中
で
、成
績
が
い
い
と
こ
ろ
の
ベ
ス

ト・プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
他
の
現
場
に
も
広
げ

て
い
く
こ
と
で
、会
社
全
体
の
レ
ベ
ル
を
上

げ
て
い
く
カ
ル
チ
ャ
ー
が
大
き
な
力
に
な
っ

て
い
る
。１
つ
１
つ
は
細
か
い
積
み
重
ね
だ

が
、そ
れ
を
た
く
さ
ん
集
め
る
こ
と
で
、新

し
い
施
設
を
引
き
受
け
た
時
に
も
目
標

数
字
を
示
し
て
い
け
る
。こ
れ
は
大
き
な

財
産
で
は
な
い
か
と
思
う
。

—

貴
社
の
今
後
の
事
業
展
開
に
つ

い
て
、お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

地
方
自
治
体
や
最
終
消
費
者
の
顧
客

満
足
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
い
い
仕
事
を
続

け
て
い
け
ば
、着
実
な
成
長
が
期
待
で
き

る
と
思
っ
て
い
る
。前
述
し
た
よ
う
な
性

能
発
注
や
、コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
いっ
た
、よ
り

大
き
な
責
任
を
民
間
が
負
担
す
べ
き
内

容
の
入
札
・
選
定
が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ

ど
、私
た
ち
に
も
応
分
の
機
会
は
訪
れ
る

と
期
待
し
て
い
る
。

仏・ヴェオリアの
水道ビジネスと
日本での取り組み

水
道
事
業
の
最
適
化
を
図
る

日
本
の
水
道
事
業
の

３
つ
の
課
題

業
務
効
率
化
の
成
果
を
世
界
へ
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水ing株式会社
代表取締役社長

水谷 重夫氏

　

広
島
県
で
は
、県
営
水
道
が
抱
え
る

課
題
の
解
決
に
向
け
て
、２
０
０
３
年
か

ら
事
業
経
営
の
根
本
的
な
在
り
方
に
関

す
る
検
討
を
重
ね
て
い
っ
た
。そ
の
結
果
、

２
０
１
１
年
に
策
定
し
た「
広
島
県
営
水

道
ビ
ジ
ョ
ン
」で
は
、「
経
営
基
盤
の
強
化
」

を
重
点
戦
略
目
標
と
し
て
掲
げ
、経
営
形

態
・
事
業
運
営
の
再
構
築
に
取
り
組
む
こ

と
と
な
っ
た
。具
体
的
に
は
、官
民
連
携
・

民
間
委
託
と
、受
水
団
体（
県
か
ら
浄
水

を
受
水
し
て
い
る
市
町
）と
の
一
元
化
、の

推
進
だ
。

　

こ
う
し
て
、県
が
35
％
、水
ｉｎｇ
が
65
％

出
資
す
る
民
間
主
導
型
の
官
民
共
同
企

業
体
と
し
て
、水
み
ら
い
広
島
が
設
立
さ

れ
た
。そ
の
特
徴
は
、①
民
間
出
資
を
過

半
と
す
る
こ
と
で
民
間
の
創
意
工
夫
を
期

待
す
る
と
と
も
に
、県
の
出
資
法
人
と
す

る
こ
と
で
チ
ェッ
ク
機
能
を
確
保
し
、現
役

の
県
職
員
の
派
遣
も
可
能
と
な
る
、②
将

来
的
に
複
数
の
市
町
か
ら
水
道
施
設
の
管

理
な
ど
の
受
皿
と
な
る
こ
と
で
、ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
に
よ
る
コ
ス
ト
縮
減
を
図
る
、③

公
共
に
蓄
積
さ
れ
た
水
道
事
業
運
営
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
得
て
、事
業
領
域
の
拡
大
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
、な
ど
だ
。

　
「
海
外
で
は
水
道
事
業
の
民
営
化
や
コ

ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
、民
間
企
業
が
事
業
経

営
か
ら
出
資
や
投
資
ま
で
を
行
う
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
で
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
の
水
メ

ジ
ャ
ー
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。一
方
、日
本

の
水
処
理
会
社
は
施
設
へ
の
設
備
納
入
や

管
理
業
務
に
と
ど
ま
り
、事
業
運
営
に
係

わ
る
一
貫
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
単
独
で
で
き

る
企
業
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
こ
で
、

荏
原
製
作
所
グ
ル
ー
プ
の
水
処
理
事
業
を

担
っ
て
い
た
荏
原
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
に
、三
菱
商
事
と
日
揮
が
出
資
参
画

し
て
２
０
１
０
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が

総
合
水
事
業
会
社
で
あ
る
当
社
で
す
。そ

う
し
た
中
、広
島
県
が
い
ち
早
く
水
道
事

業
課
題
の
解
決
の
た
め
に
官
民
連
携
に
取

り
組
み
、か
つ
民
間
主
導
で
の
事
業
運
営

を
目
指
す
と
い
う
方
針
が
、当
社
の
目
指

す
方
向
性
と
合
致
し
た
結
果
、最
終
的
に

事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
に
選
定
さ
れ
、水
み
ら

い
広
島
の
設
立
に
至
り
ま
し
た
」

　

そ
う
語
る
の
は
、水
ｉｎｇ
株
式
会
社
代

表
取
締
役
社
長
の
水
谷
重
夫
氏
だ
。そ
の

言
葉
か
ら
は
、水
道
事
業
持
続
に
貢
献
す

る
同
社
の
意
気
込
み
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

ス
タ
ー
ト
か
ら
５
年
。水
み
ら
い
広
島
で

は
現
在
、指
定
管
理
者
と
し
て
県
内
２
地

域
の
水
道
施
設
の
管
理
運
営
、周
辺
市
町

の
水
道
事
業
運
営
業
務
の
受
託
、コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
業
務
に
取
り
組
ん
で
い

る（
図
表
）。こ
の
間
、売
り
上
げ
は
５
億

円
か
ら
15
億
円
へ
、社
員
数
も
６
人
か
ら

１
４
６
人
へ
増
加
し
た
。

　

民
間
な
ら
で
は
の
特
性
を
活
か
し
た

取
り
組
み
の
１
つ
が
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

「
業
務
の
見
え
る
化
」だ
。具
体
的
に
は
、

水
ｉｎｇ
が
独
自
開
発
し
た
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー

ビ
ス「Sw

ing w
ater net

®

」を
活
用
し

て
、全
社
員
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
持
た
せ
、日

常
業
務
を
通
し
て
作
業
の
均
質
化
や
点

検
デ
ー
タ
の
共
有
・
有
効
活
用
、業
務
の
効

率
化
を
推
進
し
て
い
る
。

　

水
谷
氏
は
、こ
う
し
た
新
技
術
の
導
入

を
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
こ
と
が
、水
み
ら
い

広
島
の
良
さ
だ
と
強
調
す
る
。「
水
ｉｎｇ

で
は
全
国
お
よ
そ
３
３
０
カ
所
の
施
設
で

維
持
管
理
業
務
を
受
託
し
て
い
ま
す
が
、

そ
こ
で
新
技
術
を
導
入
す
る
場
合
、自
治

体
と
の
間
で
、許
可
や
費
用
負
担
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
調
整
が
必
要
で
す
。水
み
ら

い
広
島
は
、指
定
管
理
者
と
し
て
水
道
事

業
者
の
権
限
を
代
行
で
き
る
た
め
、自
主

的
な
判
断
で
素
早
く
対
応
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
」

　

ま
た
、水
み
ら
い
広
島
で
は
人
材
育
成
と

地
元
採
用
を
経
営
の
重
要
課
題
と
捉
え
て

い
る
。現
在
、新
卒
者
も
含
め
、プ
ロ
パ
ー
社

員
は
70
名
を
超
え
た
。「
29
種
類
の
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
自
前
で
開
発
し
、年
64
回
の
研

修
を
実
施
す
る
な
ど
、教
育
制
度
も
充
実
さ

せ
て
い
ま
す
。水
み
ら
い
広
島
で
は
、公
と
民

そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
を
学
べ
、今
後
必
要
と
な

る
人
材
育
成
も
進
ん
で
い
ま
す
」（
水
谷
氏
）

　

こ
う
し
た
現
状
に
つ
い
て
、水
谷
氏
は

「
自
己
採
点
で
は
70
点
」と
評
価
し
た
上

で
、今
後
は
業
務
範
囲
と
事
業
の
対
象
地

域
、そ
れ
ぞ
れ
の
拡
大
を
目
指
し
て
い
く
と

言
う
。

　
「
広
島
県
全
体
で
み
る
と
、業
務
範
囲

の
水
の
供
給
エ
リ
ア
は
３
分
の
１
程
度
な

の
で
、今
後
、段
階
的
に
周
辺
市
町
か
ら
の

受
託
事
業
の
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、現

在
の
水
道
用
水
供
給
と
い
う
卸
事
業
か
ら

リ
テ
ー
ル（
末
端
給
水
）ま
で
対
応
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
。特
に
、水
道
事
業
者
数
は

全
国
で
お
よ
そ
１
３
０
０
も
あ
り
、電
力

会
社
の
10
社
、ガ
ス
会
社
の
２
０
６
社
に
比

べ
る
と
、広
域
化
は
非
常
に
遅
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。市
町
単
位
の
ま
ま
で
は
こ
れ

以
上
の
効
率
化
は
難
し
く
、広
域
で
業
務

を
行
っ
た
方
が
効
率
的
に
な
る
こ
と
は
明

ら
か
で
す
。官
民
連
携
を
通
じ
た
広
域
化

の
１
つ
の
あ
り
方
と
し
て
、水
み
ら
い
広
島

の
取
り
組
み
が
好
事
例
に
な
る
と
思
う
の

で
、今
後
は
さ
ら
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

事
業
展
開
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

さ
ら
に
、水
谷
氏
は「
当
社
は
、水
み
ら

い
広
島
で
の
経
験
を
通
じ
て
、国
内
は
も

ち
ろ
ん
、国
際
的
な
水
メ
ジ
ャ
ー
に
対
抗
で

き
る
企
業
を
目
指
す
」と
も
言
う
。近
い

将
来
、そ
の
水
道
事
業
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
が
国

内
の
他
地
域
や
海
外
で
活
か
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

水道事業の官民連携、
業務・事業エリア拡大への取り組み

株式会社水みらい広島
（広島県広島市）

　

人
口
減
少
な
ど
に
よ
る
水
道
料
金
収
入
の
減
少
、職
員
の
高
齢
化
に
よ
る
技
術
の
継
承
、老
朽
化
施
設
の
更
新
な
ど
は
、全
国
の

事
業
体
の
多
く
が
抱
え
て
い
る
喫
緊
の
課
題
だ
。豊
か
な
水
資
源
に
恵
ま
れ
る
広
島
県
も
例
外
で
は
な
く
、10
年
以
上
前
か
ら
持

続
可
能
な
水
道
事
業
運
営
体
制
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
き
た
。そ
の
結
果
、広
島
県
は
官
民
連
携
と
広
域
化
に
よ
る
水
道
事
業
運

営
を
目
指
す
こ
と
と
し
、官
民
共
同
企
業
体
の
設
立
を
決
定
し
た
。そ
の
後
、公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
っ
て
パ
ー
ト
ナ
ー

事
業
者
と
し
て
選
ば
れ
た
の
が
、総
合
水
事
業
会
社
水
i
n
g
（
ス
イ
ン
グ
）（
株
）で
あ
り
、広
島
県
と
の
共
同
出
資
に
よ
り
、日
本

初
の
民
間
主
導
に
よ
る
官
民
共
同
水
道
事
業
運
営
会
社
と
し
て
2
0
1
2
年
9
月
に
設
立
さ
れ
た
の
が（
株
）水
み
ら
い
広
島
だ
。

日
本
初
の
民
間
主
導
に
よ
る

官
民
共
同
水
道
事
業
運
営
会
社
と
し
て

1Case Study

広島県営水道事業

水
道
事
業
経
営
の

根
本
的
な
在
り
方
を
求
め
て

業
務
の
効
率
化
、

地
元
人
材
育
成
に
注
力

公
民
連
携
を
通
じ
た

広
域
化
の
好
例
と
し
て

社員派遣

委
託
料

サ
ー
ビ
ス

提
供

金融機関等

他市町村
（客先候補）

県内企業
（協力会社）

広島県企業局

パートナー企業
公 民 共 同 企 業 体

指
定
管
理
料

委
託
料

サ
ー
ビ
ス

提
供

協
定
・
業
務

委
託
契
約

職
員
派
遣

配
当

出
資

契
約

委
託
料

サ
ー
ビ
ス

提
供契

約

出資 融資

返済

配当

（図表）水みらい広島の事業スキーム
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（左） JFEエンジニアリング株式会社
 PPP事業部
 運営管理部　第三運営室長
 箱根水道パートナーズ株式会社
 代表取締役社長

 岡田 猛氏

（右） 箱根水道パートナーズ株式会社
 箱根水道センター
 所長

 赤城 誠氏

　

箱
根
町
に
は
神
奈
川
県
営
水
道（
北

部
）と
箱
根
町
営
水
道（
南
部
）の
２
つ
の

水
道
事
業
体
が
あ
る
が
、こ
の
う
ち
当
社

が
給
水
す
る
の
は
、県
営
水
道
給
水
エ
リ

ア
で
あ
る
箱
根
町
北
部（
主
に
仙
石
原
、

宮
城
野
、強
羅
地
区
）で
、給
水
戸
数
は

４
３
５
３
戸（
２
０
１
５
年
３
月
末
現
在
）、

給
水
人
口
は
６
１
８
５
人（
同
）と
な
る
。

　

県
は
、こ
れ
ま
で
も
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検

針
、未
納
水
道
料
金
の
徴
収
、浄
水
場
な

ど
の
水
道
施
設
の
監
視
業
務
な
ど
を
民

間
に
委
託
し
て
き
た
が
、こ
れ
ら
の
業
務

は
個
別
契
約
で
あ
り
、ま
た
、顧
客
の
相

談
窓
口
業
務
や
工
事
の
設
計
・
監
督
な
ど

は
県
が
行
っ
て
い
た
。包
括
委
託
は
、こ
れ

ら
の
業
務
全
体
を
ま
と
め
て
民
間
に
委
託

す
る
こ
と
で
、さ
ら
な
る
業
務
の
効
率
化

を
目
指
す
も
の
だ
。特
に
注
目
す
べ
き
は
、

従
来
、包
括
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
管
路

の
更
新
・
布
設
な

ど
の
工
事
設
計
・

発
注
・
検
査
業
務

（
資
本
的
支
出
）

を
含
ん
で
い
る
点

で
、こ
れ
も
全
国
初
と
な
る（
図
表
）。

　

受
注
者
と
な
っ
た
の
は
、公
募
で
選
ば
れ

た
Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ（
株
）（
以
下
、

Ｊ
Ｆ
Ｅ
Ｅ
）、（
株
）デ
ッ
ク
、神
奈
川
県
管
工

事
業
協
同
組
合
、（
株
）西
原
環
境
、（
株
）

ヴ
ェ
オ
リ
ア・ジ
ェ
ネ
ッ
ツ
の
グ
ル
ー
プ
で
あ

り
、同
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
当
社
が
設
立
さ

れ
た
。そ
の
最
大
の
特
徴
は
、出
資
す
る
５

社
が
そ
れ
ぞ
れ
高
い
専
門
性
と
実
績
を
持

つ
企
業
で
あ
り
、各
分
野
の
ベ
ス
ト
マ
ッ
チ
ン

グ
を
実
現
し
て
い
る
こ
と
だ
。

　
「
水
道
事
業
で
、技
術
面
だ
け
で
な
く

事
業
運
営
管
理
面
ま
で
の
幅
広
い
業
務

を
一
括
し
て
委
託
す
る
と
い
う
の
は
、当

時
、珍
し
か
っ
た
。そ
こ
で
、Ｊ
Ｆ
Ｅ
Ｅ
は
全

体
事
業
管
理
と
し
て
の
目
線
で
参
画
し
、

個
々
の
専
門
的
な
業
務
は
各
分
野
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
と
タ
ッ
グ
を
組
む
こ
と
に
し
ま

し
た
。そ
の
結
果
、強
力
な
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

が
成
立
し
た
の
で
す
」

　

包
括
委
託
の
全
体
管
理
を
担
当
す
る
Ｊ

Ｆ
Ｅ
Ｅ
の
Ｐ
Ｐ
Ｐ
事
業
部
運
営
管
理
部
第

三
運
営
室
長
・
代
表
取
締
役
社
長
岡
田
猛

氏
は
、本
事
業
へ
の
参
画
の
動
機
に
つ
い
て
、

そ
う
語
る
。そ
し
て
、こ
れ
ま
で
の
３
年
半

の
成
果
に
つ
い
て「
各
社
と
も
細
か
い
請
負

仕
事
は
長
く
経
験
し
て
い
る
の
で
問
題
な

く
で
き
ま
す
が
、そ
れ
ら
を
行
政
目
線
で

ト
ー
タ
ル
に
管
理
す
る
と
い
う
経
験
を
す

る
中
で
、す
ご
い
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ
れ
て
い

る
と
感
じ
て
い
ま
す
」と
実
感
を
込
め
る
。

　

そ
う
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
の
１
つ
が
行
政
機
関

と
の
調
整
方
法
だ
と
指
摘
す
る
の
は
、Ｊ
Ｆ

Ｅ
Ｅ
か
ら
当
社
へ
出
向
し
、箱
根
水
道
セ
ン

タ
ー
所
長
を
務
め
る
赤
城
誠
氏
だ
。「
た
と

え
ば
、水
道
工
事
を
行
う
上
で
は
、道
路
や

河
川
の
管
理
者
な
ど
多
く
の
行
政
機
関
と

の
調
整
が
不
可
欠
で
す
。個
別
委
託
下
で

は
民
間
が
そ
れ
を
行
う
必
要
は
な
か
っ
た

の
で
、調
整
の
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
は
蓄
積
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
。し
か
し
、包
括
委
託
下
で

は
そ
う
し
た
調
整
も
当
社
の
仕
事
で
す
。

そ
の
た
め
、初
年
度
は
苦
労
も
多
く
、調
整

の
相
手
側
に
、な
ぜ
民
間
が
行
政
の
仕
事

を
や
る
の
か
理
解
し
て
も
ら
う
の
に
も
時

間
を
要
し
ま
し
た
」

　
コ
ス
ト
面
で
の
メ
リ
ッ
ト
も
大
き
い
と
言
う
。

「
た
と
え
ば
、水
道
管
の
更
新
工
事
で
は
、

単
年
度
予
算
の
公
共
が
行
う
と
年
度
の
下

期
に
工
期
が
集
中
す
る
た
め
、コ
ス
ト
は
高

め
に
な
り
作
業
効
率
も
下
が
り
ま
す
。し

か
し
、当
社
の
場
合
、公
共
工
事
の
調
達
ル
ー

ル
は
不
要
、か
つ
包
括
契
約
の
中
で
５
年
間

の
工
事
を
任
さ
れ
て
い
る
の
で
工
期
も
独
自

に
判
断
で
き
る
と
と
も
に
、年
間
で
平
準
化

で
き
る
の
で
調
達
コ
ス
ト
も
安
く
な
る
。包

括
委
託
の
受
注
額
38
・９
億
円
の
内
、約
13

〜
14
億
円
が
施
設
工
事
予
算
な
の
で
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
の
効
果
は
大
き
い
の
で
す
」

　

そ
の
上
で
、赤
城
氏
は「
民
間
に
と
っ
て
、

従
来
型
の
個
別
委
託
で
は
こ
う
し
た
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
は
働
か
な
い
。ま
と
め
て
受
注
す

る
包
括
委
託
だ
か
ら
こ
そ
、単
な
る
経
費
削

減
で
は
な
く
、人
員
配
置
を
含
め
た
業
務
の

効
率
化
が
可
能
と
な
る
」と
断
言
す
る
。

　

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
、岡
田
氏
は
人
員

問
題
を
挙
げ
る
。「
当
社
の
社
員
は
今
、37

名
で
す
が
、こ
の
先
、本
事
業
を
他
の
中
小

事
業
体
に
展
開
・
発
展
さ
せ
る
に
は
、も
う

少
し
人
を
減
ら
さ
な
い
と
い
け
な
い
。中
小

事
業
体
で
は
４
〜
６
人
の
職
員
が
外
注
し

て
運
営
し
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
」

　

37
名
と
い
う
人
員
は
、か
つ
て
企
業
庁
が

個
別
委
託
し
て
い
た
頃
と
ほ
ぼ
同
じ
。と
い

う
の
も
今
回
、当
時
の
業
務
仕
様
に
則
っ
た

形
で
包
括
委
託
を
受
け
て
お
り
、た
と
え

ば
、あ
る
配
水
池
の
ひ
と
月
当
た
り
の
巡

回
点
検
回
数
が
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、そ

の
仕
様
を
守
る
に
は
当
時
と
同
数
程
度
の

人
員
が
必
要
に
な
る
の
だ
。

　

岡
田
氏
は「
仕
様
が
細
か
い
と
人
手
が

か
か
る
。巡
回
点
検
回
数
を
減
ら
し
て
も

問
題
が
な
い
よ
う
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
培
っ
た
上

で
、今
後
、業
務
手
法
等
に
つ
い
て
企
業
庁

に
提
案
し
た
い
」と
語
る
が
、一
方
で「
箱

根
は
企
業
庁
が
抱
え
る
エ
リ
ア
の
中
の
１

つ
。他
の
エ
リ
ア
と
サ
ー
ビ
ス
水
準
が
同
等

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
の
た
め
、当
社

が
も
っ
と
効
率
化
し
よ
う
と
思
っ
て
も
、

サ
ー
ビ
ス
水
準
の
低
下
へ
の
懸
念
か
ら
、な

か
な
か
自
由
に
は
で
き
な
い
と
い
う
難
し

さ
も
あ
る
」と
話
す
。

　
「
か
な
が
わ
方
式
」は
、そ
の
確
立
に
向

け
て
着
実
に
前
進
し
て
い
る
。た
だ
、「
全

国
初
の
包
括
委
託
」と
い
う
中
で
の
業
務

効
率
化
だ
け
に
、産
み
の
苦
し
み
を
伴
う

こ
と
も
事
実
だ
。民
間
だ
か
ら
こ
そ
で
き

る
さ
ま
ざ
ま
な
創
意
工
夫
と
行
政
と
の
対

話
を
通
じ
て
、一
歩
ず
つ
効
率
化
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
肝
要
と
言
え
る
。

「かながわ方式」による
水ビジネスへの取り組み

箱根水道パートナーズ株式会社
（神奈川県横浜市）

　

神
奈
川
県
で
は
、2
0
1
4
年
4
月
か
ら
箱
根
地
区
水
道
事
業
の
包
括
委
託
を
開
始
し
た
。民
間
企
業
に
対
す
る
水
道
事

業
運
営
の
一
括
委
託
は
全
国
初
で
、事
業
期
間
は
5
年
間
。本
事
業
が
目
指
す
の
は「
か
な
が
わ
方
式
に
よ
る
官
民
連
携（
以

下
、か
な
が
わ
方
式
）」で
、具
体
的
に
は
、大
規
模
水
道
事
業
者
で
あ
る
神
奈
川
県
企
業
庁
の
特
色
を
活
か
し
て
、水
道
事
業

の
官
民
連
携
モ
デ
ル
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、水
関
連
企
業
等
に
水
道
事
業
運
営
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、民
間
事

業
者
が
着
実
に
足
元
を
固
め
た
上
で
国
内
外
に
事
業
展
開
し
て
い
く
こ
と
を
支
援
す
る
。か
な
が
わ
方
式
の
実
現
に
向
け
て

2
0
1
3
年
12
月
、民
間
事
業
者
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
箱
根
水
道
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ（
株
）（
以
下
、当
社
）が
設
立
さ
れ
た
。

民
間
の
創
意
工
夫
、行
政
と
の
対
話
を

通
じ
、さ
ら
な
る
業
務
効
率
化
を
図
る

2Case Study

神奈川県箱根地区水道事業包括委託

全
国
初
と
な
る

民
間
へ
の
包
括
委
託

各
分
野
の
専
門
企
業
と

タ
ッ
グ
を
組
む

中
小
事
業
体
に
資
す
る

モ
デ
ル
と
す
る
た
め
に

水上野水源

窓
口
業
務

関
係
機
関
と
の

連
絡
業
務

工
事
設
計
・
監
督

審
査
・
検
査

水
質
管
理

事
業
計
画
の
策
定

委
託
業
務
の

指
導
・
監
督

そ
の
他

水
道
管
工
事

浄
水
場
・

ポ
ン
プ
所
工
事

浄
水
施
設
の

維
持
管
理

漏
水
調
査

そ
の
他

事
業
計
画
の
策
定

委
託
業
務
の

指
導
・
監
督

そ
の
他

窓
口
業
務 ※

関
係
機
関
と
の

連
絡
業
務 ※

審
査
・
検
査 ※

水
質
管
理 ※

工
事
設
計
・

監
督 ※

水
道
管
工
事

浄
水
場
・

ポ
ン
プ
所
工
事

水
道
メ
ー
タ
ー

検
針

未
納
水
道
料
金

徴
収

浄
水
施
設
の

維
持
管
理

漏
水
調
査

そ
の
他

水
道
メ
ー
タ
ー

検
針

未
納
水
道
料
金

徴
収

包 括 委 託 後

従 来
職員が担当する業務

※：包括委託により民間に解放された業務、下段黒文字：「第三者委託」による委託業務

（出典）厚労省、神奈川県HP、日本経済研究所をもとに作成

外部へ発注する業務

（図表）包括委託前後の業務
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—

宮
城
県
に
お
け
る
水
道
事
業
の

現
状
と
課
題
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

水
道
用
水
供
給
事
業
の
給
水
量
の
減

少
に
伴
い
、料
金
水
準
を
同
程
度
と
し
た

場
合
収
益
は
現
在
の
年
間
約
１
５
０
億

円
か
ら
30
年
後
に
は
年
間
約
１
３
０
億

円
に
な
り
、ま
た
、老
朽
化
し
た
管
路

の
更
新
需
要
は
、今
後
30
年
間
で
約

１
９
０
０
億
円
と
予
想
さ
れ
る
。さ
ら
に
、

工
業
用
水
道
事
業
も
契
約
水
量
が
ピ
ー

ク
時（
１
９
９
４
年
）か
ら
５
割
減
少
し
、

今
は
供
給
可
能
水
量
の
３
割
程
度
。純
利

益
は
年
間
約
７
千
万
円
に
対
し
、債
務
は

約
56
億
円
。今
後
30
年
間
の
更
新
費
用
は

約
２
０
０
億
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

こ
う
し
た
課
題
の
解
決
に
は
、今
以
上

に
民
間
活
力
を
導
入
す
る
こ
と
が
不
可

欠
だ
。現
状
で
は
各
事
業
を
そ
れ
ぞ
れ

個
別
に
委
託
し
て
い
る
た
め
、ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
の
発
現
効
果
が
少
な
い
。だ
が
、個

別
委
託
は
上
水
道
・
工
業
用
水
・
下
水
道

の
３
事
業
合
計
で
年
間
56
億
円
に
も
達

し
て
い
る
。ま
た
、委
託
期
間
が
４
〜
５

年
と
短
い
た
め
、民
間
事
業
者
が
投
資
や

人
材
育
成
に
資
金
を
投
下
す
る
こ
と
が

困
難
な
状
況
だ
。さ
ら
に
、行
政
が
決
定

権
を
持
ち
、民
間
は
決
め
ら
れ
た
こ
と
を

執
行
す
る
関
係
性
で
あ
り
、民
間
に
自

由
度
が
な
い
こ
と
か
ら
業
務
改
善
へ
の
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
働
か
ず
、民
間
ノ
ウ
ハ
ウ

の
活
用
が
限
定
的
と
な
っ
て
い
る
。

—

そ
う
し
た
中
、宮
城
県
で
は
全

国
に
先
駆
け
て
、上
工
下
水
３
事
業
一

体
に
よ
る
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
「
み

や
ぎ
型
管
理
運
営
方
式（
以
下
、み

や
ぎ
型
）」の
導
入
を
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。そ
の
内
容
、意
義
、成
果
目
標

に
つ
い
て
、お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
「
み
や
ぎ
型
」と
は
、上
工
下
水
一
体
に

し
て
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
を
導
入
し
、運

転
管
理
、機
械
・
電
気
設
備
の
更
新
等
を

運
営
権
者
に
委
ね
、「
長
期
化
」「
包
括

化
」「
官
民
協
働
」に
よ
り「
民
の
力
を
最

大
限
活
用
」し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
。こ

1960年生まれ。大阪府豊中市出身。

防衛大学校理工学部卒業後、1984年陸上自衛官に

任官。幹部候補生学校を経て、陸上自衛隊東北方面

航空隊（宮城県仙台市若林区霞目駐屯地）に配属。

ヘリコプターパイロットとして各地を飛び回る（飛行時

間約1,100時間）。上空から俯瞰した東北地方の将

来性に魅力を感じ、その中心地である宮城県で政治家

になることを決意。一等陸尉で自衛隊を退職し、1992

年松下政経塾に入塾。松下政経塾の創設者である

松下幸之助氏の経営哲学や政治理念を学び、1995

年宮城県議会議員（宮城野選挙区）に出馬し初当

選。以来県議を三期10年務める。2005年10月に宮

城県知事選挙に出馬し当選。現在三期目（2017年

10月1日現在）。仙台市在住。座右の銘は「天命に

従って人事を尽くす」。趣味は「ウォーキング」
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P r o f i l e

宮城県知事

村井 嘉浩氏

れ
に
よ
り
、県
は
引
き
続
き
公
営
事
業
の

責
務
を
果
た
し
つ
つ
、公
営
企
業
と
し
て

さ
ら
な
る
経
済
性
を
発
揮
で
き
る
。国
は

「
み
や
ぎ
型
」を
先
駆
的
な
モ
デ
ル
と
し

て
他
の
水
道
事
業
体
等
に
提
示
す
る
こ

と
で
、コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
の
広
が
り
を

後
押
し
す
る
。ま
た
、民
間
事
業
者
は
、

維
持
管
理
対
象
や
投
資
対
象
が
拡
大
す

る
と
と
も
に
人
材
が
確
保
し
や
す
く
な

る
な
ど
、新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
創

出
が
期
待
で
き
る
。

　

成
果
目
標
で
は
、上
工
下
水
一
体
に
よ

る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
で
、今
後
20
年
間
の

運
転
管
理
費
用
の
１
割
、約
１
１
２
億
円

（
年
間
約
56
億
円
×
０
・１
×
20
年
間
）以

上
の
コ
ス
ト
削
減
が
期
待
で
き
る
。ま
た
、

上
水
・工
水
の
設
備
更
新
に
民
間
資
金
を

導
入
す
る
こ
と
で
、今
後
20
年
間
の
更
新

費
用
約
５
０
０
億
円（
年
間
約
23
億
円
×

20
年
）に
係
る
企
業
債
発
行
を
抑
制
す
る

こ
と
が
可
能
だ
。

—

先
進
的
な
事
例
と
し
て
注
目
・

期
待
さ
れ
る「
み
や
ぎ
型
」で
す
が
、

一
方
で
、公
共
性
の
担
保
、料
金
設

定
な
ど
の
面
で
リ
ス
ク
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
「
み
や
ぎ
型
」で
は
、水
道
事
業
と
し
て

の
公
共
性
を
担
保
す
る
た
め
に
、県
が
事

業
者
と
し
て
最
終
責
任
を
負
う
と
と
も

に
、料
金
設
定
も
県
が
行
う
こ
と
と
し
て

い
る
。

　

一
方
、水
道
事
業
に
お
い
て
は
、需
要
、

物
価
変
動
、料
金
変
更
、災
害
等
の
不
可

抗
力
、制
度
改
正
等
の
リ
ス
ク
が
考
え
ら

れ
る
。水
道
事
業
は
、収
益
拡
大
を
期
待

で
き
る
事
業
で
は
な
く
、コ
ス
ト
最
適
化

が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
た
め
、多
く
の
リ
ス
ク

を
県
が
負
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
て
い

る
。今
後
、民
間
に
過
度
の
負
担
を
強
い

な
い
よ
う
検
討
し
、定
量
的
に
示
す
こ
と

と
し
て
い
る
。

—

「
み
や
ぎ
型
」の
構
築
を
進
め
る

過
程
で
は
、民
間
の
参
加
意
欲
を
高
め

る
こ
と
、民
間
と
の
間
で
事
業
コ
ン
セ

プ
ト
を
共
有
す
る
こ
と
が
大
き
な
ポ

イ
ン
ト
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
「
み
や
ぎ
型
」の
検
討
に
際
し
て
私
が

考
え
た
の
は
、行
政
が
一
方
的
に
計
画
を

作
っ
て
民
間
に
お
願
い
す
る
と
い
う
の
で

は
な
く
、投
資
意
欲
を
持
つ
民
間
事
業
者

に
も
計
画
作
り
に
参
加
し
て
も
ら
う
。活

発
な
ブ
レ
ス
ト
の
中
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
知

恵
を
出
し
合
っ
て
も
ら
い
、立
派
な
叩
き

台
を
作
っ
た
上
で
民
間
に
競
合
し
て
も
ら

う
と
い
う
こ
と
だ
。

　

そ
こ
で
、私
は
２
０
１
５
年
度
に
、今
後

の
厳
し
い
経
営
環
境
を
踏
ま
え
た「
最
適

な
管
理
・
運
営
」の
方
式
に
つ
い
て
内
部
検

討
を
開
始
す
る
に
当
た
り
、「
民
間
事
業

者
が
参
画
し
や
す
い
よ
う
に
す
る
こ
と
」

と
と
も
に
、水
道
事
業
は
高
い
公
共
性
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら「
危
機
管
理
等
に

対
応
で
き
る
よ
う
県
は
関
わ
り
を
保
つ
よ

う
に
す
る
こ
と
」「
事
業
ス
キ
ー
ム
の
構
築

は
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
行
う
こ
と
」を

指
示
し
た
。

　

今
後
、２
０
１
８
年
度
か
ら
は
実
施

方
針
の
策
定
お
よ
び
公
表
に
加
え
、

２
０
１
９
年
度
ま
で
に
県
条
例
の
制
定
、

民
間
事
業
者
の
募
集
・
評
価
・
選
定
・
契
約

等
を
実
施
す
る
予
定
だ
が
、そ
う
し
た
プ

ロ
セ
ス
に
お
い
て
も
、最
初
に
議
論
に
参
加

し
た
民
間
事
業
者
が
有
利
に
な
る
よ
う

な
条
件
に
し
て
は
い
け
な
い
。本
当
に
県

民
の
た
め
に
な
る
企
業
を
フ
ェ
ア
に
選
定

す
る
よ
う
に
と
指
示
し
て
い
る
。

—

将
来
的
な
広
域
化
、周
辺
市
町

村
へ
の
展
開
に
つ
い
て
は
。

　

多
様
な
広
域
化
の
１
つ
の
選
択
肢
と
し

て
、市
町
村
が
将
来
に
お
い
て「
み
や
ぎ

型
」の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
の
枠
組
み
を
利

用
で
き
る
よ
う
検
討
を
進
め
て
い
く
。市

町
村
も
県
と
同
じ
課
題
を
抱
え
て
い
る
の

で
、連
携
を
希
望
す
る
市
町
村
の
意
向
を

踏
ま
え
た
事
業
ス
キ
ー
ム
の
検
討
を
進
め

た
い
と
考
え
て
い
る
。

—

最
後
に
、「
み
や
ぎ
型
」の
成
功

へ
向
け
た
決
意
を
。

　

就
任
以
来
、私
は「
民
の
力
を
活
用
し

た
県
政
」を
掲
げ
、仙
台
空
港
の
民
営
化

や
水
産
業
復
興
特
区
な
ど
に
着
実
に
取

り
組
ん
で
き
た
。さ
ら
な
る
民
間
活
力
の

導
入
と
し
て
、復
興
計
画
の
最
終
年
度
で

あ
る
２
０
２
０
年
度
中
に
、創
造
的
復
興

の
１
つ
の
形
と
し
て
上
工
下
水
３
事
業
の

一
体
に
よ
る
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
を
実
現

し
て
い
き
た
い
。

　

水
道
事
業
は
県
民
、企
業
に
与
え
る
影

響
が
一
番
大
き
い
の
で
、政
策
の
１
丁
目

１
番
地
と
位
置
付
け
て
い
る
。改
革
に
は

常
に
厳
し
い
意
見
が
あ
る
が
、結
果
的
に

県
民
の
プ
ラ
ス
に
な
れ
ば
と
い
う
思
い
は

変
わ
ら
な
い
。宮
城
県
の
た
め
に
は
も
ち

ろ
ん
、国
の
た
め
に
も
１
つ
の
成
功
事
例
と

な
る
と
思
う
の
で
、何
と
し
て
も
や
り
遂

げ
る
所
存
だ
。

I N T E R V I E W宮城県の水道事業改革と
コンセッション

-宮城県知事・村井嘉浩氏に聞く

民
の
力
を
最
大
限
活
用
す
る

多
く
の
リ
ス
ク
を
県
が
負
担

政
策
の
１
丁
目
１
番
地
と
し
て
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日本発のブランドで
世界市場に挑む
─ ファッション特化型の共同運営ファンドを組成

　（株）ワールドと（株）日本政策投資銀行（DBJ）は、ファッション産業を投資対象とした共同運営ファンド「W&D

デザイン投資事業有限責任組合」（通称「W&Dデザインファンド」。以下、同ファンド）を6月30日に組成、運用を

開始した。存続期間は10年間。同ファンドは、ファッション産業に関連する企業を主な投資対象とし、多業態多ブ

ランドを擁するワールドグループが持つ事業運営ノウハウや、生産から販売、デジタル、空間創造といった多様な

ファッション事業の支援サービスの活用に加え、DBJがこれまで培ったファイナンスノウハウや産業調査能力を

活かした成長資金の供給を通じて、「事業」と「金融」を両輪に投資先企業の成長を図る。これに先立ち、6月19日

には同ファンドの運営会社として、ワールドグループの（株）ワールドインベストメントネットワークとDBJが共同で、

（株）W&Dインベストメントデザインを設立した。

　

国
内
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
は

２
０
０
１
年
以
降
、市
場
規
模
が
約
９

〜
10
兆
円
と
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
、

市
場
規
模
の
成
熟
化
が
進
ん
で
い
る
。

一
方
で
、デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
な
ど
を

背
景
に
、消
費
者
の
購
買
行
動
は
急
速

に
変
化
し
て
い
る
。ア
パ
レ
ル
だ
け
で
な

く
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
全
般
を
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
と
捉
え
、異
業
種
か
ら
の
参
入
や
既

存
ブ
ラ
ン
ド
の
リ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど

の
動
き
も
あ
り
、今
後
、生
き
残
り
を

か
け
た
業
界
再
編
や
合
従
連
衡
が
さ

ら
に
活
発
に
な
る
見
込
み
だ
。ま
た
、

日
本
各
地
で
規
模
は
な
く
と
も
多
様
か

つ
個
性
あ
る
企
業
が
極
め
て
多
く
存
在

す
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
で
は
、急
変
す

る
環
境
下
で
事
業
の
成
長
性
や
事
業

承
継
な
ど
の
継
続
性
に
課
題
を
抱
え
る

地
域
企
業
の
増
加
も
想
定
さ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
中
で
、ワ
ー
ル
ド
グ
ル
ー
プ

と
Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
、事
業
会
社
と
金
融
機
関

そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を
活
か
し
て

投
資
先
企
業
の
成
長
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、国
内
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
を
活

性
化
し
、さ
ら
な
る
競
争
力
強
化
へ
の

貢
献
を
目
指
し
て
い
く
。両
社
が
連
携

し
て
フ
ァ
ン
ド
を
組
成
す
る
こ
と
に
よ

り
、ワ
ー
ル
ド
グ
ル
ー
プ
は
既
存
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
事
業
の
枠
組
み
を
越
え
た
新
た

な
成
長
戦
略
へ
と
領
域
を
拡
大
し
、Ｄ

Ｂ
Ｊ
は
ワ
ー
ル
ド
グ
ル
ー
プ
が
有
す
る

多
様
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
活
用
す

る
こ
と
で
、初
め
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
に

特
化
し
た
フ
ァ
ン
ド
の
組
成
に
取
り
組

む
こ
と
に
な
る
。

　

な
お
、同
フ
ァ
ン
ド
に
対
す
る
Ｄ
Ｂ
Ｊ

の
出
資
は
、地
域
経
済
の
活
性
化
や
企

業
の
競
争
力
強
化
に
資
す
る
成
長
資

金
の
供
給
を
集
中
的
に
実
施
す
る
取

り
組
み
と
し
て
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
が
２
０
１
５
年

６
月
に
開
始
し
た「
特
定
投
資
業
務
」

の
対
象
案
件
で
あ
り
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産

業
に
特
化
し
た
フ
ァ
ン
ド
と
し
て
は
初

の
事
例
と
な
る
。

　　
「
世
界
中
で
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
言
葉

が
注
目
さ
れ
る
中
で
、私
た
ち
は
投
資

を
通
じ
て
、新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
、新
し
い

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン・ブ
ラ
ン
ド
、新
し
い
生
活

ス
タ
イ
ル
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
き
た
い
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
人
々
に
と
っ
て
非
常
に

身
近
な
存
在
で
あ
り
、そ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
を
通
じ
て
毎
日
が
明
る
く
楽
し
く
な

る
よ
う
な
、誰
も
が
笑
顔
に
な
れ
る
よ

う
な
喜
び
を
世
界
中
に
提
供
し
て
い
き

た
い
と
い
う
の
が
、私
た
ち
の
理
念
な
の

で
す
」

　

そ
う
語
る
の
は
、Ｗ
＆
Ｄ
イ
ン
ベ
ス
ト

メ
ン
ト
デ
ザ
イ
ン（
以
下
、同
社
）代
表

取
締
役
社
長
の
福
本
太
郎
氏
だ
。福

本
氏
の
同
社
経
営
に
対
す
る
意
気
込

み
は
強
く
、「
理
念
を
象
徴
す
る
会
社

ロ
ゴ
も
ワ
ー
ル
ド
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
思
い

を
伝
え
な
が
ら
一
緒
に
作
り
ま
し
た
。

そ
こ
に
描
か
れ
た
３
つ
の
羽
は
、創
造
・

情
熱・未
来
を
表
し
て
お
り
、投
資
先
の

企
業
や
そ
の
企
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
下

さ
る
皆
さ
ま
と
と
も
に
、新
た
な
価
値

創
造
に
情
熱
的
に
取
り
組
ん
で
、楽
し
い

未
来
を
切
り
開
く
と
い
う
思
い
を
込
め

て
い
ま
す
」と
力
を
込
め
る
。

　

投
資
先
企
業
に
対
す
る
同
社
の
支
援

は
、「
デ
ザ
イ
ン・プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
想
」

（
図
表
１
）に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
。

　
「
た
と
え
ば
経
営
戦
略
で
は
、ビ
ジ
ョ

ン
の
策
定
か
ら
事
業
ド
メ
イ
ン
定
義
を

し
て
新
規
事
業
を
考
え
た
り
、事
業
の

拡
大
に
向
け
て
Ｍ
＆
Ａ
戦
略
を
立
案
し

日本発のブランドで世界市場に挑む
─ ファッション特化型の共同運営ファンドを組成

産
業
を
活
性
化
し

さ
ら
な
る
競
争
力
強
化
へ

パ
ッ
シ
ョ
ン
と
デ
ザ
イ
ン
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
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て
実
行
す
る
。あ
る
い
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
で
は
、製
品
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
や
ブ
ラ

ン
ド
ポ
ジ
シ
ョニ
ン
グ
を
考
え
て
、今
の
価

格
が
適
正
な
の
か
、新
商
品
と
し
て
何

を
開
発
す
る
か
、販
売
チ
ャ
ネ
ル
に
問
題

は
な
い
か
な
ど
に
つ
い
て
検
証
す
る
。さ

ら
に
、財
務
戦
略
や
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
、経

営
管
理
や
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
ま
で

幅
広
く
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
」（
福
本
氏
）

　

同
社
が
投
資
戦
略
で
最
も
重
視
す

る
の
は
パ
ッ
シ
ョ
ン
だ
。「
こ
の
業
界
で
は

パ
ッ
シ
ョ
ン
、つ
ま
り
、事
業
や
ブ
ラ
ン
ド

に
か
け
る
熱
い
思
い
が
何
よ
り
も
大
切

で
す
。そ
し
て
パ
ッ
シ
ョ
ン
の
対
象
は
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
中
心
に
、新
し
い
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
の
魅
力
を
高
め
る
事
業
や
技
術
、

サ
ー
ビ
ス
も
含
ん
で
い
て
、た
と
え
ば
、Ｅ

Ｃ（
電
子
商
取
引
）を
サ
ポ
ー
ト
す
る
よ

う
な
技
術
な
ど
も
含
み
ま
す
」（
同
）

　

投
資
ス
タ
イ
ル
も
、成
長
支
援
、Ｍ

Ｂ
Ｏ
、子
会
社
・
事
業
の
カ
ー
ブ
ア
ウ

ト
、事
業
の
再
成
長
な
ど
幅
広
い（
図

表
２
）。「
投
資
規
模
と
し
て
は
エ
ク
イ

テ
ィ
で
10
〜
数
百
億
円
。今
回
は
Ｄ
Ｂ

Ｊ
も
参
加
し
て
い
る
の
で
、将
来
的
に

も
大
き
な
案
件
に
対
応
し
て
い
け
る
と

思
い
ま
す
」（
同
）

　

同
フ
ァ
ン
ド
組
成
に
際
し
て
、そ
の
運

営
会
社
の
経
営
ト
ッ
プ
に
就
任
し
た
福

本
氏
だ
が
、実
は
、福
本
氏
と
ワ
ー
ル
ド

と
の
つ
な
が
り
は
古
い
。そ
の
た
め
、今

回
の
フ
ァ
ン
ド
に
も
特
別
な
思
い
が
あ

る
と
言
う
。

　

そ
の
キ
ャ
リ
ア
を
見
る
と
、社
会
人

と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
旧
・日
本

興
業
銀
行（
現
・
み
ず
ほ
銀
行
）で
８

年
間
、法
人
営
業
、企
業
審
査
を
通
じ

て
事
業
と
金
融
に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、

独
立
系
専
業
Ｍ
＆
Ａ
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー

フ
ァ
ー
ム
の
Ｇ
Ｃ
Ａ
に
創
業
メ
ン
バ
ー
と

し
て
参
加
。そ
こ
で
２
０
０
５
年
に
ワ
ー

ル
ド
が
実
施
し
た
Ｍ
Ｂ
Ｏ
に
深
く
関

わ
っ
た
。

　
「
２
０
０
５
年
に
Ｍ
Ｂ
Ｏ
を
行
っ
た
時

点
で
は
、ワ
ー
ル
ド
は
自
社
が
投
資
し

た
ブ
ラ
ン
ド
の
中
で
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
磨
い
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
た
の
で
す
。

そ
の
後
、リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
や
東
日
本

大
震
災
な
ど
外
部
環
境
要
因
の
負
荷

が
あ
り
、ワ
ー
ル
ド
も
含
め
、フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
産
業
の
経
営
環
境
は
厳
し
く
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。や
が
て
、ワ
ー
ル
ド
の
業

績
が
回
復
し
て
、経
営
計
画
が
軌
道
に

乗
り
始
め
、い
か
に
し
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産

業
を
活
性
化
さ
せ
る
か
と
い
う
こ
と
を

考
え
ら
れ
る
状
況
に
な
っ
て
き
た
時
、か

つ
て
Ｍ
Ｂ
Ｏ
を
行
っ
た
際
に
知
己
を
得
て

い
た
ワ
ー
ル
ド
の
方
か
ら「
も
う
一
度
一

緒
に
や
り
ま
せ
ん
か
」と
い
う
話
を
い
た

だ
い
た
の
で
す
。そ
れ
ま
で
ず
っ
と
、私
の

中
で
や
り
残
し
た
感
じ
が
あ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、そ
こ
ま
で
言
わ
れ
る
と
心
が

動
き
ま
し
た
。ワ
ー
ル
ド
や
フ
ァ
ン
ド
へ
の

出
資
を
決
め
て
い
た
Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
方
々
と

も
話
を
し
て
い
く
う
ち
に
、こ
の
人
た
ち

と
仕
事
を
し
た
ら
楽
し
い
だ
ろ
う
な
と

思
え
て
お
受
け
し
た
わ
け
で
す
」

　

再
び
め
ぐ
り
合
え
た
ワ
ー
ル
ド
の
再

成
長
の
チ
ャ
ン
ス
に
、福
本
氏
は
そ
れ
ま

で
の
キ
ャ
リ
ア
の
総
決
算
の
意
味
も
込

め
て
挑
戦
し
て
み
た
く
な
っ
た
の
だ
。加

え
て
、同
フ
ァ
ン
ド
の
将
来
に
無
限
と
も

言
え
る
可
能
性
を
感
じ
た
こ
と
が
決

め
手
と
な
っ
た
。

　
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
は
、い
わ
ゆ
る

オ
ー
ル
ド
エ
コ
ノ
ミ
ー
で
あ
り
、新
し
い

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
融
合
さ
れ
な
い
限
り

日
々
変
化
す
る
多
様
な
お
客
さ
ま
の

ニ
ー
ズ
に
は
応
え
て
い
け
ま
せ
ん
。こ
の

フ
ァ
ン
ド
は
単
に
ア
パ
レ
ル
だ
け
へ
の
投

資
で
は
な
く
、Ｅ
Ｃ
に
対
応
す
る
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
な
ど
将
来
を
見
据
え
た
投
資
も

で
き
る
の
で
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
が
新
し

い
産
業
と
し
て
蘇
る
こ
と
が
期
待
で
き

る
。可
能
性
と
し
て
は
無
限
に
広
が
っ
て

い
る
と
思
っ
た
の
で
す
。

　

目
標
は
日
本
発
の
ブ
ラ
ン
ド
で
世
界

市
場
に
挑
む
こ
と
。フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業

か
ら〝
兆
円
企
業
〟が
出
て
業
界
再
編

が
進
み
、Ｌ
Ｖ
Ｍ
Ｈ
グ
ル
ー
プ（
注
）の
よ

う
な
、日
本
発
で
世
界
に
通
用
す
る
グ

ロ
ー
バ
ル
企
業
が
育
つ
可
能
性
も
あ
る

と
思
い
ま
す
」

　

フ
ァ
ン
ド
組
成
か
ら
４
か
月
。こ
れ
ま

で
に
約
80
件
の
相
談
が
あ
り
、現
在
は

そ
の
中
か
ら
優
先
順
位
を
つ
け
な
が
ら

投
資
先
の
検
討
を
進
め
て
い
る
状
態
だ
。

　
「
中
に
は
ダ
イ
ヤ
の
原
石
の
よ
う
な

案
件
も
あ
る
。
来
年
３
月
末
ま
で
に

１
〜
３
件
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
で
き
た
ら
と

考
え
て
い
ま
す
。第
１
号
案
件
は
、〝
こ

う
い
う
も
の
を
体
現
す
る
た
め
に
こ
の

フ
ァ
ン
ド
が
あ
る
の
か
〟と
思
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
、ま
さ
に
フ
ァ
ン
ド
の
理
念

を
体
現
す
る
も
の
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」

　

事
業
会
社
と
金
融
機
関
に
よ
る
共

同
フ
ァ
ン
ド
は
、日
本
で
は
前
例
が
少
な

い
。そ
れ
だ
け
に
注
目
度
は
高
く
、メ

デ
ィ
ア
取
材
や
問
い
合
わ
せ
も
多
い
と

言
う
。福
本
氏
は
第
１
号
案
件
の
組
成

に
向
け
て
一
段
と
ペ
ー
ス
を
上
げ
る
。

　
「
通
常
の
フ
ァ
ン
ド
の
場
合
、年
に
１

件
投
資
で
き
る
か
ど
う
か
で
す
が
、本

フ
ァ
ン
ド
の
よ
う
に
設
立
か
ら
半
年
で

１
〜
３
件
の
実
績
を
見
込
む
と
い
う
の

は
、相
当
早
い
ペ
ー
ス
で
す
。こ
の
ま
ま

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進
め
、投
資
が
で

き
た
の
で
応
援
し
て
下
さ
い
と
言
え
る

段
階
に
早
く
持
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

　

日
本
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
の
地
図
を

塗
り
替
え
る
か
も
し
れ
な
い
大
き
な
挑

戦
の
今
後
に
期
待
が
高
ま
る
。

（
注
）Ｌ
Ｖ
Ｍ
Ｈ
グ
ル
ー
プ : 

１
９
８
７
年
に
、ル
イ・
ヴ
ィ
ト
ン
と

モ
エ・ヘ
ネ
シ
ー
の
２
社
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
フ
ラ
ン
ス・パ
リ

を
本
拠
地
と
す
る
世
界
最
大
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
複
合
企
業
体
。

理
念
を
体
現
す
る

第
１
号
案
件
組
成
を
急
ぐ

共
同
フ
ァ
ン
ド
に

無
限
の
可
能
性
を
感
じ
て

株式会社W&Dインベストメントデザイン
代表取締役社長

福本 太郎氏

日本発のブランドで世界市場に挑む
─ ファッション特化型の共同運営ファンドを組成

ブランディング

経 営 資 金 情 報

W&D Investment Design

ファッション 業 界

ワールド：プラットフォーム

戦 略 組 織

ブランド アパレル 生活雑貨 ファッション
テクノロジー

その他
ファッション

EC
システム開発

店舗デザイン
空間創造

チャネル
国内・海外

生産
物流

A社 B社 C社 D社 E社

再成長による
回復

国内市場 海外市場

事業再編に
よる回復

事業価値

時間軸

成長支援案件

再成長・事業再編／
統合案件

再成長・事業再編／
統合案件

再成長・事業再編／
統合案件

カーブアウトを
支援

再成長・事業再編を
リード

ターゲット市場毎に
成長支援

成長支援案件

（図表2）あらゆる事業ステージでの価値創造と成長支援

（図表1）デザイン・プラットフォーム構想
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—

天
然
の
ク
モ
糸
も
タ
ン
パ
ク
質
か
ら
で
き
て

い
て
、鋼
鉄
の
３
４
０
倍
強
靭
性
が
高
い
そ
う
で

す
が
、御
社
の
新
世
代
タ
ン
パ
ク
質
素
材
の
可
能

性
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
し
よ
う
か
。

　

ク
モ
の
糸
も
そ
う
で
す
が
、地
球
の
生
物
の
基

幹
材
料
で
あ
る
タ
ン
パ
ク
質
は
非
常
に
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
の
あ
る
素
材
で
す
。タ
ン
パ
ク
質
は
20
種
類
の
ア

ミ
ノ
酸
か
ら
で
き
て
い
ま
す
が
、そ
の
組
み
合
わ
せ

方
に
よ
っ
て
ク
モ
の
糸
に
な
っ
た
り
、シ
ル
ク
、筋
肉
、

髪
の
毛
な
ど
に
な
る
。つ
ま
り
、ア
ミ
ノ
酸
の
配
列

次
第
で
多
種
多
様
な
素
材
を
生
み
出
す
こ
と
が

可
能
な
素
材
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
な
の
で
す
。

　

私
た
ち
の
ア
イ
デ
ア
は
、こ
の
タ
ン
パ
ク
質
を
使

い
こ
な
す
こ
と
。つ
ま
り
、ア
ミ
ノ
酸
の
並
べ
方
を

自
由
に
デ
ザ
イ
ン
し
て
、１
つ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

か
ら
あ
ら
ゆ
る
材
料
を
作
り
出
す
と
い
う
も
の
で

す
。た
と
え
ば
炭
素
繊
維
の
工
場
で
は
炭
素
繊
維

だ
け
し
か
作
れ
な
い
の
に
対
し
て
、私
た
ち
の
工
場

で
は
、タ
ン
パ
ク
質
の
設
計
図
を
変
え
る
こ
と
で
、

理
論
上
無
限
の
素
材
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。ま
た
、タ
ン
パ
ク
質
の
設
計
か
ら
繊
維
な
ど

の
素
材
に
な
る
ま
で
の
工
程
を
常
に
検
証
し
て
い

る
の
で
、そ
の
素
材
も
常
に
進
化
し
続
け
、よ
り
良

い
材
料
を
よ
り
安
く
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
る
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

今
ま
で
は
い
ろ
い
ろ
な
技
術
的
課
題
、特
に
コ
ス

ト
の
問
題
で
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、早
晩
こ
の

タ
ン
パ
ク
質
を
人
間
が
工
業
的
な
材
料
と
し
て
使

い
こ
な
す
時
代
が
実
現
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。私

た
ち
は
起
業
前
の
期
間
を
含
め
13
年
を
か
け
て
、

工
業
的
に
も
既
存
の
素
材
に
比
べ
て
優
位
性
を
出

せ
る
開
発
を
続
け
て
い
ま
す
。人
工
合
成
ク
モ
糸

は
そ
の
１
つ
の
ケ
ー
ス
で
あ
り
、そ
れ
以
外
に
も
い

ろ
い
ろ
な
材
料
の
研
究
開
発
を
し
て
い
ま
す
。

—

こ
れ
ま
で
の
一
番
の
苦
労
は
何
で
し
た
か
。

　

や
は
り
資
金
で
す
。最
近
は
研
究
開
発
体
制

も
整
い
、本
当
に
す
ご
い
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
、成

果
も
出
始
め
た
の
で
、資
金
調
達
が
し
や
す
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、結
果
が
出
て
い
な
い
頃
は

本
当
に
大
変
で
し
た
。こ
の
ま
ま
で
は
来
月
は
会

社
が
な
い
か
も
し
れ
な
い
、次
の
職
を
探
し
て
下
さ

い
と
皆
に
言
お
う
か
と
い
っ
た
場
面
は
何
度
も
あ

り
ま
し
た
。た
だ
、皆
、諦
め
が
悪
い
の
で（
笑
）、

万
策
尽
き
る
ま
で
は
死
ぬ
気
で
や
る
み
た
い
な
根

性
が
あ
り
ま
し
た
。だ
か
ら
、何
度
も
困
難
を
乗

り
切
れ
た
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

—

最
初
は
周
り
か
ら「
絶
対
無
理
」と
言
わ
れ
た

人
工
合
成
ク
モ
糸
の
開
発
を
諦
め
ず
に
続
け
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
、ど
こ
か
ら
生
ま
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

高
校
１
年
生
の
時
に
ル
ワ
ン
ダ
内
戦
の
映
像
を

見
て
大
き
な
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。以
来
、歴

史
上
の
戦
争
や
紛
争
に
つ
い
て
調
べ
る
よ
う
に
な

り
、現
代
が
い
か
に
平
和
で
あ
る
か
と
気
付
き
ま

し
た
。た
だ
、視
点
を
変
え
る
と
、地
球
の
人
口
、

消
費
は
増
え
続
け
、資
源
は
浪
費
さ
れ
枯
渇
し

つ
つ
あ
る
。そ
の
中
で
世
界
人
口
の
85
％
を
占
め

る
開
発
途
上
国
の
人
た
ち
が
先
進
国
と
同
じ
よ

う
に
な
ろ
う
と
し
て
経
済
成
長
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。こ
の
ま
ま
で
は
地
球
の
資
源
は
限
界
に

達
し
、人
類
社
会
は
成
り
立
た
な
い
の
で
は
な
い

か
。す
る
と
戦
争
や
テ
ロ
の
リ
ス
ク
は
確
実
に
高

ま
る
の
で
は
な
い
か
。高
校
時
代
に
そ
う
い
う
こ

と
を
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

一
方
で
、私
の
祖
父
も
父
も
事
業
を
営
ん
で
い

た
せ
い
で
、自
分
も
将
来
ど
う
い
う
事
業
を
や
ろ

う
か
、ど
う
い
う
事
業
が
う
ま
く
い
く
の
か
と
小

さ
い
頃
か
ら
考
え
て
い
ま
し
た
。そ
の
結
論
は
、

事
業
と
い
う
も
の
は
、世
の
中
や
人
類
に
と
っ
て

本
質
的
な
価
値
に
つ
な
が
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
、

う
ま
く
い
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。で
は
、そ
う

し
た
本
質
的
な
価
値
と
は
何
か
。そ
れ
こ
そ
が

平
和
で
あ
り
、平
和
を
維
持
す
る
た
め
、戦
争
や

紛
争
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
要
因
に
対
し
て
大
き
な

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
な
る
よ
う
な
事
業
を
や
ろ
う

と
思
っ
た
の
で
す
。

工
業
的
な
材
料
と
し
て

タ
ン
パ
ク
質
を
使
う

本
質
的
価
値
を
生
む
事
業
こ
そ

や
る
意
味
が
あ
る

　山形県鶴岡市に本社を置くSpiber（株）は、人工合成クモ

糸をはじめとする新世代タンパク質素材の事業化に取り組む

企業だ。新世代タンパク質素材は機能性と環境性に優れ、ナ

イロンやポリエステルなど石油由来等の既存素材を代替・補

完する可能性を有する革新的新素材として世界的に注目を

集めており、アパレル分野をはじめ輸送機器や医療器材等の

幅広い分野への応用展開が期待されている。同社は、そうし

た新素材の製造に必要となる要素技術を世界に先駆けて確

立した後、製造コストの低下に必要となる技術革新を積み重

ねている。取締役兼代表執行役の関山和秀氏は、大学在学

中に人工合成クモ糸の研究を開始。大学院博士課程在学

中の2007年に学生時代の仲間と共に同社を設立した。以

来10年。「本質的に価値のあることを生み出す」をモチベー

ションとして、関山氏は“素材の産業革命”とも言われる挑戦

を牽引し続けている。

1983年東京生まれ。2001年、慶應義塾大学環境情報学部入学。
同年9月から先端バイオ研究室である冨田勝研究室に所属。2002
年から山形県鶴岡市にある慶應義塾大学先端生命科学研究所を拠
点に研究活動に携わり、2004年9月より人工合成クモ糸の研究を開
始。2007年9月、Spiber（株）を設立、取締役兼代表執行役に就任。

Spiber株式会社

取締役兼代表執行役

関山 和秀氏

人
工
合
成
ク
モ
糸
を
は
じ
め
と
す
る

新
世
代
タ
ン
パ
ク
質
素
材
の
事
業
化
を
目
指
す

人工合成クモ糸
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年
、軍
艦
島
や
富
岡
製
糸
場
と
い
っ
た
日
本
の

近
代
化
に
寄
与
し
た
遺
産
が
世
界
遺
産
に
登

録
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、こ
れ
ら
産
業
遺
産
は
脚
光
を
浴

び
る
と
同
時
に
大
き
な
集
客
源
と
な
り
地
域
資
源
と

し
て
の
活
用
が
注
目
さ
れ
て
き
て
い
る
。

働
中
の
工
場
を
見
学
す
る「
産
業
観
光
」も
人

気
が
あ
る
が
、既
に
役
割
を
終
え
た
工
場
等
の

産
業
遺
産
が
注
目
を
浴
び
て
い
る
背
景
と
し
て
、目
に

見
え
る
形
で
残
っ
て
い
る
こ
と
、明
治
の
急
速
な
産
業

発
展
を
支
え
た
当
時
の
技
術
力
の
高
さ
や
、昭
和
の
高

度
経
済
成
長
期
を
感
じ
さ
せ
る
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
る
。

の
よ
う
に
日
本
の
産
業
の
近
代
化
に
貢
献
し

た
建
造
物
や
機
械
な
ど
を
、経
済
産
業
省
で
は

「
近
代
化
産
業
遺
産
」と
し
て
認
定
し
、ま
た
こ
れ
ら
を

地
域
史
・
産
業
史
の
観
点
か
ら
ス
ト
ー
リ
ー
に
ま
と
め

た「
近
代
化
産
業
遺
産
群
」を
公
表
し
て
い
る
。近
代
産

業
発
展
の
場
面
に
お
い
て
必
要
な
動
力
を
水
力
発
電
に

よ
り
得
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、多
く
の
水
道
施
設
、例
え

ば
貯
水
池
、水
路
、水
門
、浄
水
場
な
ど
が
含
ま
れ
て
お

り
、テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
も
お
な
じ
み
の
琵

琶
湖
疏
水
の
水
路
閘
な
ど
が
有
名
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ら
に
、水
道
施
設
は
配
水
塔・給
水
塔
な
ど
、昭

和
初
期
の
施
設
で
あ
っ
て
も
最
近
ま
で
利
用
さ
れ

て
い
た
も
の
も
多
く
、例
え
ば
、新
潟
県
長
岡
市
の
旧
中

島
浄
水
場
配
水
塔
は
、「
遺
産
」で
は
な
く
地
域
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
と
し
て
景
色
の
一
部
に
溶
け
込
ん
で
い
る
。

に
役
目
を
終
え
た
老
朽
化
施
設
を
取
り
壊
さ

ず
に
今
後
の
産
業
資
源
と
し
て
の
活
用
を
考
え

る
場
合
、最
も
大
き
な
課
題
は
耐
震
化
対
応
の
た
め
の

保
全
工
事
で
あ
る
。老
朽
化
し
た
施
設
の
形
容
は
そ
の

ま
ま
に
、安
全
性
を
保
つ
た
め
の
耐
震
化
を
施
す
に
は
、

膨
大
な
費
用
が
か
か
る
。富
岡
製
糸
場
で
は
30
年
間
で

１
０
０
億
円
、軍
艦
島
で
は
完
全
補
修
に
１
５
０
億
円
を

要
す
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。加
え
て
、そ
の
後
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
費
用
や
見
学
者
対
応
な
ど
の
コ
ス
ト
に
つ
い
て

も
課
題
と
な
る
。

れ
ら
の
資
金
を
す
べ
て
地
方
自
治
体
の
財
源
で

賄
う
こ
と
は
難
し
い
。そ
の
た
め
に
も
、集
客
に

よ
り
収
益
性
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、「
地
域
が

稼
ぐ
力
」を
高
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。多
く
の
美
術

館
が
取
り
入
れ
て
い
る
会
員
向
け
の
特
典
や
、例
え
ば

施
設
内
に
会
員
向
け
の
特
別
喫
茶
室
を
設
置
す
る
な

ど
の
様
々
な
優
先
サ
ー
ビ
ス
の
設
定
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、複
数
の
美
術
館
を
巡
る
こ
と
で
ノ
ベ
ル
テ
ィ
等
を

付
与
す
る
な
ど
、い
わ
ゆ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
言
え
ば

ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
の
向
上
を
図
る
方
法
も
あ
る
。

業
遺
産
で
も
同
様
の
取
り
組
み
が
可
能
で
あ

る
。そ
の
他
、映
画
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
イ
ベ
ン
ト
時
の
活
用
も
想
定
さ
れ
、ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
の
観
光
地
か
ら
面
的
な
広
が
り
に
も
つ
な
げ

ら
れ
よ
う
。さ
ら
に
最
近
で
は
体
験
に
よ
る「
コ
ト
消
費
」

が
ブ
ー
ム
で
あ
る
こ
と
か
ら
、当
時
の
動
力
技
術
を
体

感
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
の
余
地
も
考
え
ら
れ
る
。資

金
調
達
の
点
で
は
、ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
も
注
目

さ
れ
て
お
り
、明
確
な
目
的
と
一
定
の
フ
ァ
ン
が
見
込
ま

れ
る
分
野
で
は
有
効
な
手
法
で
あ
る
。

代
化
を
進
め
る
た
め
、当
時
の
技
術
者
が
欧
米

の
最
新
技
術
を
取
り
入
れ
て
実
現
さ
せ
た
結
晶

が
、目
に
見
え
る
形
で
残
さ
れ
て
い
る
。産
業
の
黎
明
期

か
ら
高
度
経
済
成
長
期
へ
と
、近
代
日
本
を
支
え
て
き

た
歴
史
資
源
が
、新
た
に
集
客
装
置
と
し
て
再
活
用
さ

れ
、地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
に
期
待
し
た
い
。

株式会社 日本経済研究所
社会インフラ本部部長
望月 美穂執 筆 者
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そ
ん
な
中
で
、慶
應
大
の
冨
田
教
授
の
話
を

聞
く
機
会
が
あ
り
、バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
イ
ン

フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス（
情
報
科
学
）の
融
合
領
域
が
、

資
源
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、食
糧
問
題
な
ど
の
地
球
規

模
の
問
題
を
解
決
す
る
キ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
あ

る
と
聞
か
さ
れ
て
大
い
に
感
銘
を
受
け
、冨
田
勝

研
究
室
に
入
り
ま
し
た
。成
功
し
た
時
の
イ
ン
パ

ク
ト
が
巨
大
で
あ
り
、人
類
に
と
っ
て
非
常
に
大

き
な
価
値
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
が
、ほ
と
ん
ど

の
人
が
ま
だ
実
現
で
き
て
い
な
い
よ
う
な
テ
ー
マ

で
あ
る
ほ
ど
、自
分
が
行
う
事
業
に
意
味
や
価

値
を
見
出
せ
る
と
思
い
、何
と
か
そ
れ
を
研
究

室
で
見
つ
け
た
い
と
思
っ
て
の
選
択
で
し
た
。そ
の

テ
ー
マ
が
、人
工
合
成
ク
モ
糸
を
は
じ
め
と
す
る

新
世
代
タ
ン
パ
ク
質
素
材
の
研
究
開
発
と
工
業

化
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

　

高
校
時
代
に
生
ま
れ
た
、世
の
中
に
と
っ
て
本

質
的
な
価
値
に
つ
な
が
る
こ
と
を
事
業
に
し
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
変
わ
ら
ぬ
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

な
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、こ
こ
ま
で
や
っ
て
こ
れ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。

—

日
本
で
も
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

（
注
）が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、関
山
様
の
目
に

日
本
の
起
業
環
境
は
ど
う
映
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
だ
け
お
金
の
か
か
る
研
究
開
発
を
中
長

期
的
に
支
援
し
て
下
さ
る
投
資
家
に
恵
ま
れ

た
私
た
ち
は
、す
ご
く
運
が
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。日
本
に
比
べ
、米
国
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
は
投

資
家
の
層
も
厚
く
、資
金
が
調
達
し
や
す
い
。日

本
で
10
億
円
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
で
あ
れ
ば
、米

国
で
は
１
０
０
億
円
集
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。こ

う
し
た
ハ
ン
デ
が
、日
本
で
起
業
家
が
出
づ
ら
い

要
因
だ
と
も
思
い
ま
す
。

　

１
つ
大
事
な
の
は
、初
め
か
ら
皆
が「
こ
れ
は
い

け
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」と
言
う
ア
イ
デ
ア
は
、そ
も

そ
も
既
に
誰
か
が
進
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
。私

は
、周
り
に
理
解
さ
れ
な
い
ア
イ
デ
ア
こ
そ
や
る

価
値
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。実
際
、今
も
社
内
で

い
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
が
、将
来
、

事
業
の
柱
に
な
り
そ
う
な
い
い
ア
イ
デ
ア
と
い
う

の
は
、初
め
は
反
対
意
見
が
圧
倒
的
に
多
い
。た

だ
、た
と
え
ば
日
本
人
で
も
１
０
０
ｍ
走
で
初
の

９
秒
台
が
出
れ
ば
、「
あ
、い
け
る
」と
い
っ
た
感
じ

で
、既
成
概
念
が
な
く
な
る
と
思
う
し
、「
自
分

に
も
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」と
思
う
人
が
増
え

る
と
思
い
ま
す
。私
た
ち
の
取
り
組
み
が
若
い
人

た
ち
へ
の
１
つ
の
先
例
に
な
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

—

今
後
へ
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

今
、米
・
独
で
私
た
ち
と
同
じ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
研

究
開
発
を
し
て
い
る
ラ
イ
バ
ル
企
業
が
あ
り
ま

す
が
、こ
う
い
う
新
し
い
産
業
に
は
、い
か
に
不
確

実
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
投
資
す
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
で

す
。皆
が
今
こ
そ
投
資
の
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
と
判
断

す
る
と
き
で
は
遅
す
ぎ
で
、皆
が
反
対
す
る
タ

イ
ミ
ン
グ
で
思
い
切
っ
て
投
資
す
る
人
が
結
局
勝

つ
と
思
い
ま
す
。シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
で
は
、皆
が
こ

れ
は
い
け
る
と
思
う
よ
り
も
っ
と
前
に
リ
ス
ク
を

と
っ
て
い
る
人
た
ち
が
必
ず
い
ま
す
。で
す
か
ら
、

皆
が
ア
ク
セ
ル
を
踏
む
こ
と
に
躊
躇
す
る
よ
う
な

タ
イ
ミ
ン
グ
で
、思
い
切
り
踏
み
込
む
と
い
っ
た
感

じ
で
な
い
と
競
争
に
は
勝
て
ま
せ
ん
。そ
の
意
味

で
は
、私
た
ち
は
米
国
の
ラ
イ
バ
ル
と
比
べ
て
２

年
早
く
会
社
を
作
っ
た
の
で
、そ
の
リ
ー
ド
が
今

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
う
し
、こ
れ
か
ら
も
判
断

を
誤
ら
ず
、絶
対
に
こ
の
分
野
で
ト
ッ
プ
に
な
る

ん
だ
と
い
う
気
持
ち
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

（
注
）ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ : 

今
ま
で
に
無
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
、世
の
中

を
変
え
る
事
を
目
的
と
す
る
起
業
。

皆
が
反
対
す
る
中
で
も

リ
ス
ク
に
挑
む
人
が
勝
つ

こ

タンパク質素材
「QMONOS®」を用いた
プロトタイプ
MOON PARKA®

■ 富岡製糸場入場者数推移

■ 軍艦島上陸者数推移
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（出所）H28年版長崎市統計年鑑より作成

（出所）富岡市HPより作成
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世界遺産登録
（平成26年6月）

世界遺産登録
（平成27年7月）

水道公園（新潟県長岡市）にある旧中島浄水場配水塔
（提供：長岡市）

23 2223 22

調査のわき道 未来人図鑑


